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眉目秀麗な王子は婚約破棄を申し出た伯爵令嬢を大きな愛で包んで離さない
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一











　暗く寒い冬が去り、目にも鮮やかな黄金色のミモザが咲きほころび始めると、ヘリオン国中が甘く優しい香りに包まれた。

　その温かな陽気に誘われて、社交パーティーの招待状が貴族間を蝶のように飛び交い、ユーゴ・アンクテイル伯爵のただ一人の娘であるジャンヌのところにも、それは当然のようにやってきた。

「いいか、ジャンヌ。気安く声をかけてくるような輩とは絶対に口を利いてはならんぞ」

「はい。お父様」

　かちこちに固まった神妙な面持ちでジャンヌが父に返事をすると、その隣に立っていた母がくすくすと笑う。

「大丈夫よ、ブランシェット公爵から招待を受けている方々ですもの。それよりも、初めての晩餐会なんだから、楽しみなさい。私たちは他の方にご挨拶があるから、また後で合流しましょう」

　母はにっこりと笑って夫の腕に自分の腕を絡ませ、まるで恋人になりたての頃のように身を寄せて、二人で中庭の方へ歩いていってしまった。ドレスも今夜のために久しぶりに新調したらしく、春らしいコーラルピンクを上品に着こなし、普段よりも若々しく見える。

（いいなあ。やっぱり私も新しいドレスを作ってもらえばよかった）

　母のおさがりであるベージュ色のシルクのドレスは金糸で縁取られていたり、シルエットが上品だったりと、決して粗末なものではないのだが、十八歳のジャンヌが着るにはいささか地味だった。

　本当はジャンヌも初めての晩餐会ということで、新しいものが欲しかったのだが、父に反対されたのだ。父曰く「ジャンヌはかわいいから、綺麗なドレスを着たらますます目立って悪い虫がついてしまうかもしれない」とのこと。

　だから、社交デビュー自体、この年齢になってしまったのだ。本来ならば、十五、六歳でデビューしてもおかしくない世界なのに、父は世間を知らない娘が男にだまされて傷つくのは見たくないという半ば妄想まがいの心配をして、ほとんど家の敷地内から出してくれなかった。

　両親も彼女に合わせて、必要な時以外は出かけないようにしていたので、いつもそばにいてもらえて寂しくはなかったのだが。

　良く言えば娘を愛し、唯一無二の宝物として大切に守ってきた。悪く言えば――ただの過保護である。

（たぶん、今夜の晩餐会を一番楽しみにしていたのは、お母様よね）

　晩餐会への招待状を今年もごみ箱に捨てようとした夫を止めて、母は力強いまなざしで「ジャンヌももう十八歳です。あなたのお眼鏡にかなう結婚相手を厳選するのもかまいませんが、この年になってもずっと世間を知らないままというのはかわいそうだと思いませんか？」と迫ったのだという。

　普段は夫ラブでふわふわした性格の妻が、突然凄みのある態度で返事を求めてきたので、父は面食らってしまい、言われるままに出席の返事をすることになった。

　もともと母は賑やかな場が好きなのだが、いつもは父に合わせてパーティーなどへの出席を控えていた。しかしながら、春の訪れを祝う今の時期のパーティーは、流行のファッションや食事が披露され、特に華やぐ。要するに、母は娘をダシにして晩餐会という名のデートに行きたかったのである。

（お父様も楽しそうじゃないの。何年経っても心から好きな人と一緒にいられるって、羨ましいわ）

　互いの親同士が決めた結婚相手だったそうだが、はたから見ても幸せオーラを発しながら他の貴族たちの輪に入っていく二人の後ろ姿を微笑ましく見送り、気を取り直したジャンヌもまた大広間へ向かった。

「し、失礼します……」

　悲しいかな、ぼそぼそと口ごもったジャンヌの言葉に反応する人間は一人もいなかった。誰もが互いの会話で盛り上がっている様子で、笑いが起きたり、春の訪れを喜びあったりしている。

（どうしよう。どうやって話しかけたらいいの？）

　後ろから入ってきた人たちにスペースを譲る形で横に飛びのいたジャンヌは、壁に背中をつけて大広間全体を見渡し、ため息をついた。

　ジャンヌにとって今夜が記念すべき初出席の晩餐会。

　自宅で開かれる小規模なパーティーには挨拶程度に顔を見せたことはあったが、それも両親が信用する大人たちだけ。よって、ジャンヌには同年代の友人と呼べる存在もいなかったし、淡い初恋なんて夢のまた夢だった。

（みんな、かわいいドレス……）

　目の前には、見たことのない華やかな光景が広がっていた。

　どちらを向いても人、人、人……。

　色も様々でデザインも凝った鮮やかなドレスを身に纏った淑女たちや、スマートに正装を着こなす紳士たちの姿は、家で開かれるパーティーとは違って若さに溢れていた。

　にぎやかで、華やかな空間に、一歩足を踏み出そうとすると、カタカタと足が震えているのがわかる。それを自覚したことで、胸の高鳴りがさらに増した。

（私も、あそこへ行って話しかけなきゃ）

　ぎゅっと左手を握りこんで胸に当てる。ドキドキとした鼓動が手に伝わってくる。

　ざわめきが、耳の奥で反響し、こわくなって頭の中がパンクしそうだった。こんなに人が大勢いる場所自体が初めてで、しかも世の中には危険なこと、悪意のある人間が存在するのだと小さい頃から口酸っぱく言い聞かされてきた彼女にとって、話しかける相手を選ぶのは至難の業だった。

　しかしながら、ジャンヌは黙っていても人目を引き始めていることに、自身ではまったく気がついていなかった。背中にゆったりと波打つ黄金色の髪は光を受けると淡い桃色に輝いて見える。それは愛と美の女神を彷彿とさせたし、エメラルドの瞳は神秘的で、吸い込まれそうな純真さが見る者の庇護欲をかき立てる。透けるような白い肌は新雪のようになめらかで、薔薇色の唇はすっと形が良く、発せられる声もまた美しいのだろうと想像させた。

「あの、すみません」

　極度に緊張していたジャンヌは横からぽんと肩を叩かれ、文字通り飛び上がってしまった。

「ひゃっ！」

　目をまんまるにして、ぎくしゃくとそちらに目を向けると、一人の青年が立っていた。

「びっくりさせて申し訳ない。ここで誰か待ってるの？」

「い、いえ……」

　ぶるぶると首を大きく振り、一歩後ろに退く。

「そう。よかったら、あっちで何か話さない？」

　青年は気さくな笑顔で何でもない風に近づいてくる。うなずきかけたところで、呪文のように父の言葉が頭の中で繰り返しこだました。

　――気安く声をかけてくる輩とは口を利いてはならない。

　うっかりしていた。そうだ、自分から名前を名乗らないような男にはついていってはいけないと以前から父に言われていることだ。ここは毅然と断るべきだ。

「ごめんなさい。お友達が待ってるから」

　咳払いをして頭を下げ、足早にその場を逃れる。彼が入り口を塞いでいたので、自然と足は人の輪の方へ向く。人の波に隠れるように大広間の中央へ進んでいった。

「君、初めて見る顔だね」

　先ほどの青年の姿が見えなくなって安心していたところに、別の男の声がしてすくみ上がった。

「ごめんなさいっ」

　とがめられたわけでもないのに頭を下げてから、ジャンヌは再びその場を離れる。

「あ。ちょっと待って――」

　もう一度声をかけられて、反射的に振り向いたものの、彼女の瞳の端には青年の艶めいた飴色の髪が映っただけで、すぐに前に向き直ってしまったジャンヌは彼の顔すら認識できなかった。

（相手のお顔も見ないで逃げたりして、気分を悪くされたかしら。でも、わからないんだもの。誰となら、話をしてもいいの？）

　後から考えれば、母の言う通りブランシェット公爵が信用できない人間を招待するはずがないのだから、彼らはただ単に初めて見るジャンヌの姿が気になって声をかけてきただけだったのだろう。

　それなのに、緊張しすぎて父の言葉を真に受け、この日とうとう誰とも口を利くことなく帰途についたのだった。

　とにかく疲れただけの社交デビューは、ジャンヌの人生のノートに、ほろ苦い思い出として残ることとなった。

　そんなジャンヌに対して両親は無理して晩餐会に出なくてもいいと言ってくれたのだが、すでにいくつか出席の返事を出してしまっていたので、律儀にそれぞれの貴族の屋敷に赴いた。せめて、同性の友人を一人くらい作りたかった。

　それなのに、なぜか話しかけてくるのは男性ばかりなのである。いきなり逃げ出すのは失礼になるだろうと反省して、そのうちにジャンヌもやんわりと笑みを浮かべながら断る術を覚えた。

（これなら、お気を悪くされることはないわよね。もしかして、私、今うまく社交界に馴染めてる？）

　そんな風に少しずつ自信をつけていったのだが、やはり自分から声をかける勇気が持てない。壁際で目立たないように立ちつつ、同性から声をかけてもらえるのをずっと待っていた。

　気まずさも感じていたが、今まで自分の屋敷の外へ出たことがないジャンヌにとって、人の多い場所にいること自体が大きな一歩だった。

　それに一人でいても、あまり退屈はしない。人々の会話は興味深いものばかりだったからだ。彼らはとにかく噂話が好きらしく、特にどこに行っても女性たちの話題に上がるのは王室の第二王子、レグレスのことだった。

「この間、レグルス殿下が開いていらっしゃるサロンにご招待を受けたの」

「あら。私なんてもっと前に行ってきたわよ」

「国中の令嬢をお招きするつもりらしいわ」

「レグルス殿下はやめておきなさい。女癖が悪いそうよ」

「そうそう。お兄様のタリアス王太子殿下が王位を継ぐことが決まっていらっしゃるから、遊び惚けているとか」

「婚約者がまだお決まりにならないのも、遊び癖が原因らしいわよ。隠し子がたくさんいるんじゃないかって」

「でも、麗しいお姿なんでしょう？　嘘でも愛を囁かれたらその気になっちゃいそう」

　女性たちは周囲を気にすることなくきゃっきゃと黄色い声を上げながら、盛り上がっている。

（嘘でも……？　いくら外見が素敵だからといって言葉に気持ちがこもっていないなんていやだわ）

　黙って足元を見つめ、話を聞いていたジャンヌは小さく首を横に振る。

「そうなの。現世の人とは思えないほど透き通った白いお肌に、絵画のように整ったお顔をしていらしたわ」

「私はお近づきになった時の甘くてセクシーな香りが忘れられませんわ」

「まあ。早くお会いしてみたいです！」

「皆さま、慎みがありませんわよ」

　そう言った彼女も扇で隠しきれないほど愉快そうに声を上げて笑う。それにつられて、一緒に会話していた女性たちもどっと沸いた。

（いつか、私にも招待状が来るのかしら）

　もしかしたら、今まで晩餐会を断ってばかりの父だったから、すでに招待を受けない趣旨の返事を書いたのかもしれない。もっとも、こんな話を聞いた後では王宮のサロンに招待されても嬉しくはない。

（私だけを見てくれる誠実な人。苦しいことも二人なら乗り越えていけると思えるような信頼関係を築ける人。そんな理想的な人に出会うのは難しいかもしれない。でも、夢くらい見るのはかまわないわよね）

　現実的には、将来の相手は父が選ぶに決まっている。だが、その厳しい条件をクリアした人なら、人間的にできた男性だろうから、信じて従うだけだ。

　寂しい気持ちがないわけではないけれど、婚約してから恋が始まるのも悪くない。

　もしかしたら晩餐会で奇跡的に運命の人と出会えるかもしれないと淡い期待を抱いている一方で、どういう人が信頼できるのかがいまだに判別できない。

　壁際でちんまりと大人しく周囲を観察しながら、ため息を一つ零した。

　もっと自分から声をかけに行かなくては。

　晩餐会へ出席するようになってから、ジャンヌは自分が思うように人と接することができないことを知った。知らない人間に話しかけることが、これほど勇気がいることとは思いもしなかった。

　誰か同じように一人でいる仲間はいないかと、キョロキョロと周囲を見回した時だった。

「ほら、あの娘こ、また来てるわ」

「ああ。例の」

「今夜の遊び相手を探してるのかしら？」

「とてもそんな風には見えないけど」

「あら、案外ああいう大人しそうな顔した子が実は……ってよくあるのよ」

「ほんと、最低よね。男をとっかえひっかえして」

　噂話に花を咲かせていた女性陣が、今度はこそこそと身を寄せ始めた。

　いったいどこからそんな噂を聞いてくるのだろうと思ったが、レグルスのことも悪く言えないような最低な令嬢がここにいるのだと思うと、ジャンヌも少しだけ不快な気分になった。

　しかし彼女たちがちらちらと視線を投げかける方向には、ジャンヌの他には白い壁しかない。

（もしかして、私、その最低な娘ことやらと間違われている？）

　背中に冷たいものが流れた。ここはわずかな勇気を振り絞って、自分の名を告げ、別人だと証明しなければ。

　ドキドキしながら口を開きかけた時、女性の一人が冷ややかな瞳を三日月のように細めた。先ほど、慎みがないと女性たちを諌めていた令嬢だ。ウエストを限界まで絞り、胸元が大きく開いた真っ赤なドレスは、かなり人の目を引く。

「私も、先日他の方から聞きましたわ。ジャンヌ・アンクテイルと言ったかしら？　若い男をたぶらかして、つまみ食いしてるっていう噂よ」

　それを聞いてジャンヌは自分の耳を疑った。まったく身に覚えのない話に、顔から色がなくなっていく。

「ええ、エニファ。私もたしかにそう聞いたわ。素行が悪くて十八になるまで屋敷から出してもらえなかったって」

　赤いドレスのエニファと呼ばれた令嬢の隣で、別の一人がうなずく。

「まあ。ご両親がお気の毒ね」

「それから……」

　まだまだ会話が続きそうな勢いに、聞くに堪えなくなって、ついにジャンヌは蒼白な顔を上げた。

「そんなの嘘です！　誰がそんなことを言ったんですか!?」

　彼女たちはぎょっとしたように顔を見合わせたが、すぐにジャンヌから目を逸らした。

「絶対に口を利いてはだめよ。男たらしがうつるかも」

　エニファが扇子を大きく開いて顔を隠すようにすると、他の女性たちも彼女にならってジャンヌの視線から逃れるように扇子を広げて顔を覆ってしまった。

「そうよ。あっちに行きましょう。他の人にも教えて差し上げなきゃ」

「ええ。もう顔も見たくないわ」

　数人の女性たちが席を離れ、人ごみに消えていく。

「私は……そんなことしてない……」

　呟いた声はとても小さなもので、誰もジャンヌを見向きもしなかった。

　ショックと困惑でそれ以上一言も発せないまま、その場に凍りつく。

　自分の知らないところで、何か悪いことが起きているらしい。それはジャンヌにとって生まれて初めての経験だった。

　それ以来、誤解が解けないまま、晩餐会へ出れば、女性たちから心無い言葉で罵られ、声をかけてくる男性も一人もいなくなって、いたたまれない気持ちになったジャンヌは、出席の返事を出していた晩餐会が終わるとともに家に閉じこもるようになった。
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　春が過ぎて、肌が焼けるような日差しが日々増えてきても、部屋の中で本ばかり読みふけっているジャンヌには関係のないことだった。

　白い肌はますます青みがかって透けるような色になっていたし、ピンクブロンドは陽光に傷むことなく艶を保ったままだ。

　何度も繰り返し読んでいる本を手に取り、窓際に寄せたソファに腰かけてページを捲ろうとした時だった。パタパタとせわしない足音が廊下の方から聞こえてきて、さらに慌ただしいノックと共に父親が入ってきた。

「ジャンヌ！　いい報せだ！」

「どうしたの？　そんなに慌てて」

「いいから、よく聞きなさい」

　父の手には一通の開封した形跡がある手紙があった。ジャンヌはきょとんとして、開きかけた本をソファに置いて立ち上がった。

「レグルス・ブランシャール・レヴィアン殿下は知っているな？」

「まあ、この国の王子様ですから」

「そのレグルス殿下が、お前を妃に迎えたいそうだ。これほど光栄な話があるだろうか！」

　父親は感動しているのか、瞳を潤ませて手紙を持った手をぶるぶると震わせている。

　軽く瞬きを繰り返した後、ジャンヌは眉をひそめた。

「レグルス殿下って……あまり良い噂は聞きませんが……」

　晩餐会の時に聞いた女性たちの話は今でも思い出せる。見た目は素敵でも、中身は軽いと評判だった王子。

「噂など気にしなくていい。それはジャンヌが一番わかっているだろう？」

　そう言われると、うっと反論に困る。

「それは……そうですが……」

「これを読んでみなさい。従者の方が先ほど届けてくれたのだ」

　父に渡された手紙を受け取ると、胡散臭そうな目つきで便箋につづられた言葉に視線を流した。

　そこには、もしジャンヌさえよければ、自分の妃として迎えたい。本来ならば直接挨拶に伺うのが礼儀だが、公務が忙しいのでそれがかなわない、という言葉が丁寧に書かれていた。

「どうして、私なんですか？　今まで、一度もお城に呼ばれたこともないのに」

「ううむ。きっとかわいいジャンヌに一目ぼれしたのだろう」

　ハハハと父は胸を張って笑ったが、一度も彼に会ったこともないジャンヌはそれでは納得できなかった。怪訝そうな顔をしているジャンヌの肩に手を置いて、父は力強いまなざしで彼女を見つめた。

「この話を断れば王家にたてつくとみなされて、爵位をはく奪、貴族界から追放されるかもしれんのだ。それだけは何としても避けたい」

「それは……」

「ジャンヌ。レグルス殿下はきっとお前のことを幸せにしてくれる」

「でも……もし、噂通り、女性にだらしないお方だったらどうするのです？　私は嫌です」

「ジャンヌ！」

　父の手に力がこもる。

「……わかりました。でも、せめて結婚前に一度お会いすることはできませんか？　家柄を重視した結婚でも、それくらいは許されるでしょう？」

「しかし……」

「まさか、お父様。もう返事をしてしまったんじゃないでしょうね？」

「うっ。そ、そんなことはないぞ。すぐに早馬で追いかけ、従者の方に伝言を頼むことにしよう」

　顔を引きつらせる父の様子を見て、ジャンヌはすぐさま悟った。わざわざ早馬で従者をおいかけるということは、すでに返事を済ませているということだ。

「目が泳いでいますけど？」

「わ、わかった。すぐに頼むから！」

　おそらく父は娘が断るとは思っていなかったのだろう。むしろ、結婚話のなくなった娘が王子から求婚されたのだ。たしかに一般的に考えて、これ以上名誉なことはない。

（だけど……。どういうつもりで私に求婚してきたの？　女遊びの激しい方と結婚なんて絶対に嫌）

　すとんとソファに腰を落としてため息をつく。

「直接会えば、私みたいに話をするのが得意でない女なんて、すぐに飽きるはずよ……」

　人見知りが激しくて、うまく話もできない女が王子の妃など務まるわけがない。しかしながら、家のためには駄々をこねるようにして断るのは良くない。向こうから断るように仕向けなければ。ジャンヌは本を読む気分にはなれなくて、ソファに足を乗せると、ひじ掛けに腕をついて、深いため息をついた。







　二、三日すると、再び城から磨かれた黒檀の馬車がやってきて、了承の返事と共に、今日ジャンヌを迎えにきたと従者から話があった。

　突然のことに、父も母も慌ててジャンヌを王城へ上がれるように大急ぎで支度してくれた。母からは手早く綺麗に化粧を施してもらい、メイドと一緒に涼しげな青のドレスに着替えさせられた。

　濃い青から薄い水色まで何枚もレースを重ねたドレスは、軽くてもボリュームが出て華やかだった。細かなビジューが縫いつけられたそれは、日差しに当たってキラキラと輝く。

「ちょっと苦しいわ……」

　少しでもウエストを絞り、細く見せるのが流行っているらしかったが、このところ部屋の中でのんびり過ごしていた彼女には、とてもきつく感じられた。

「いいのよ、これくらいで。すごく似合ってるわ」

　苦しい代わりに背筋はピンと伸びるので、そのまま緊張した様子で馬車に乗り込んだ。

「ジャンヌ。レグルス殿下に失礼のないようにな」

「きっと大丈夫。何も心配することはないわ。気をつけていってらっしゃい」

「は、はい。行って参ります」

　父と母に見送られ、小さく手を振るジャンヌが半日以上馬車に揺られて到着したのは、レグルスをはじめとする王族が住まう王都、いやこの国を象徴するかのような存在感のある重厚な王城だ。

（やっと着いた……）

　御者の手を借りながら馬車を降りたジャンヌは、長時間同じ姿勢だったために痛くなった腰に手を当てて、軽く呻きながら背筋を伸ばす。その時、大きく開いた扉のそばに立っていた青年と目が合ってしまった。

（こんな気の抜けたところを見られるなんて……恥ずかしい！）

　腰を逸らした姿勢のまま固まった彼女は、俯いてわざとらしく咳払いしてから、ドレスの裾を払う。

　それから改めて彼の方へ顔を向け、ハッと息を呑んだ。

　飴細工のように艶やかで繊細な鳶色の髪が、春風に揺れてキラキラと日の光を反射している。髪と同じ色の凛々しく弧を描く眉の線と整った鼻梁は、知性と気高さを感じさせたし、少し厚みのある唇はほんのわずかに笑みを浮かべているようにも見えた。

　深い紺色のジュストコールは彼のアイスブルーの瞳をより澄んだ色に見せていて、真っ白なクラヴァットタイは形よく収まり、今までのどの夜会で声をかけてきた男性よりも群を抜く気品の高さだった。

　姿勢よく立っていた彼の革靴の爪先がゆっくりとジャンヌに向いたのに気がつき、慌てて自分の足元と彼との間を何度も視線を往復させた。

「君がジャンヌ・アンクテイル？　僕はレグルス・ブランシャール・レヴィアン。もうすぐ着くと早馬の知らせがあったからね、迎えにきたんだよ」

　よく通る柔らかくて低い声がジャンヌの耳に入ってきて、体に染み込んだ。心地良い声色に、体温が軽く上昇したような気がする。

「は、はい。私がジャンヌです。レグルス殿下自ら、お迎えくださり、光栄に存じます」

　ドレスの裾を摘み上げ、膝を曲げて軽く腰を落としながら頭を下げる。彼女の足は微かに震えていたが、ドレスの上からは見えない。

「今回は公式な訪問ではなく、あくまでプライベートとして会いたいと手紙にあったから、あえて他の者は下がらせた。本来なら婚約者の到着を盛大に出迎えたかったんだけどね。後で家族には紹介していいかな？」

　まるで友達の家に遊びにきたかのような気軽さでレグルスは語るが、ジャンヌは婚約者という言葉に反応して、びくっと肩を震わせた。

「あの、そのことで、今日は……お話がありまして……」

　どうして選ばれたのが自分なのかと問いたかったが、とにかく婚約はなかったことにしてほしい。言いたい事は喉まで出かかっているのに、いざ本人を目の前にすると、言葉が出てこなくなる。

　焦れば焦るほど、うまく話せなくなって、ジャンヌは額に汗をかき出した。

「話は部屋で聞こう。君のために用意したお菓子がたくさんあるんだ。おいでよ」

　さっと手を掴まれ、ジャンヌの心臓が驚いて跳び上がった。大きくて温かいレグルスの手がしっかりと力強くジャンヌの手を引いて王宮の中を進んでいく。

　磨かれた大理石の上を歩くと小気味よい靴音が響き、ダンスができそうなくらい広いホールを通り抜けた。

　見上げれば細やかな天井画が描かれ、豪奢なシャンデリアが飾られている。正面にはずっと奥まで続く廊下があったが、レグルスは左右にある階段のうち、右側に向かった。二階に上がり、さらに廊下を進んで、今度はらせん階段を上がる。

（男の人と手を繋ぐなんて、初めて……）

　父とは違う、柔らかなぬくもりが伝わってきて、胸が騒ぎだした。

　先導する彼の方から、ふわりと甘くて深みのある香りがして、くらくらと眩暈がする。いつかの晩餐会で令嬢がレグルスを褒めたたえていたのがわかる気がした。

（だ、だまされちゃダメ。いくら外見が素敵でも、大事なのは中身なんだから！）

　容姿は天性のものだとして、服やパルファムは金があれば用意できるものだ。そんなもので惑わされるものかと、キッと彼の背中に挑むような視線を投げた。

　ジュストコールには腰の真ん中の辺りから縦にスリットが入っていて、金糸の刺繍で縁取られている。何もしなくても背が高い彼の足が、さらに長く見えるデザインだ。世の中の流行にはまったく遠い所にいるジャンヌにも、それはとてもおしゃれで、レグルスによく似合っていると思えた。

　彼のエスコートで向かった先は、王宮の奥のさらに大きな扉と長い廊下を抜けたところだった。

　王城の使用人たちが、二人とすれ違うたびに、立ち止まって恭しく頭を下げてくる。それがレグルスに向けられたものなのか、はたまたジャンヌを歓迎してのことなのか判断に迷ったが、とりあえず会釈を返しながら、進んでいった。

　入った時から騒がしくはない王城だったが、奥へ行くほど衛兵や使用人の姿が少なくなっていき、当然、辺りもひっそりとしてきた。

「ここが、君の部屋。隣の僕の部屋と繋がってるから、これからはいつでもすぐに会えるよ」

　立ち止まった先には、目の前と奥に一つの扉があった。つまり、レグルスの部屋と自分に用意された部屋は、廊下の突き当たりということになる。

（すぐに会えるって……。やっぱり軽そう……）

　ジト目でレグルスにげんなりとした視線を投げると、彼はきょとんとしたあと、腑に落ちたようににやりと笑った。

「もちろん、ずっと同じ部屋で過ごしてもかまわないけど」

「はっ？」

　レグルスの斜め上をいく返答にジャンヌはぽかんと口を開けた。そういう意味でレグルスに不満そうな視線を投げたわけではないのに。

「僕に早く会いたかったから、プライベートで話がしたいなんて手紙をくれたんだろう？」

「ち、ちが……」

「いっそ、今日からここでずっと過ごせば？」

「そ、そんなの、困りますっ」

　レグルスの顔を見上げて抗議の声を上げるが、彼はちっとも自分が間違った解釈をしたとは思っていない様子だ。

「君に不自由はさせない。迷惑をかけないなら、ある程度は外出もしてくれてかまわないし。好きにしていいよ」

　飄々と言い放ち、レグルスが部屋の扉を開けて中に入る。彼のパルファムとは違った洗練された瑞々しい香りと、食欲を誘う甘い香りが同時に感じられ、思わず、つられるようにして部屋の中に足を踏み入れてしまった。

　壁紙は優しいクリーム色で統一され、窓辺と暖炉の上、ソファのそばに何輪もの真っ赤な薔薇が活けられた花瓶が飾ってある。中央に置かれた長方形のテーブルには真新しいクロスがかけられ、さまざまなデザートやサンドイッチなどの軽食が用意されていた。

　テーブルの上にも、深紅の薔薇が麗々しく飾ってある。

「遠慮はいらない。どうぞ」

　レグルスが椅子の一つを引いて、優雅に微笑んだ。

「け、結構です。そんなにお腹空いてないですし……」

　不安と緊張と、気合を入れて締めつけられたコルセットの紐が、ジャンヌの腹部をキリキリと搾り上げていた。

　求婚を取り下げてもらい、少しでも早く家に帰りたい。今のジャンヌの胸中は、その願いでいっぱいだった。

「せっかく用意したんだけど、いらないなら仕方ないね」

「申し訳ありません。レグルス殿下にお会いして早々、こんなことをお願いするのは、無礼なことだと百も承知ですが、それよりも……」

　ジャンヌは言葉を切って、息を吸い込んだ。

（爵位をはく奪なんてされませんように！）

　ぎゅっと両手を組み合わせて、口を開いた時だった。

「最後まで言わなくてもいい。君の望みはわかってるよ」

　ゆっくりと歩み寄ってきたレグルスが優しく彼女の手を取り、その手の甲に軽く口づけた。至近距離で絡み合った視線、底の見えない湖のように深く澄んだ彼の青眼に意識を奪われ、吸い込まれそうになる。

　添えられた指先が温かい。それを自覚したら、たちまちジャンヌの頬は赤く色づき、体は硬直して声が出なくなってしまった。

「おいで」

　求婚を取り下げてほしいという思いを感じ取ってくれたのだろうか。もしかしたら、一目見て、やはりジャンヌは好みではないと判断されたのかもしれない。

　それはそれで女性としては悲しい気がしないでもないが、女たらしの妻になるくらいなら嫌われた方がましだ。

（でも、今のキスは何のため？）

　ドキドキしながら手を引かれるまま連れていかれた隣の部屋には、大きな天蓋付きのベッドが一つ備えつけてあった。奥にも進める続き間がありそうだったが、レグルスはベッドの前で足を止めた。

「お菓子より甘いよ、きっと」

　突然腰を抱き寄せられ、びっくりしてレグルスを見つめた瞬間に、唇が塞がれていた。繋がれた手が解かれて、その片手で包み込まれた頬が、火が点いたように瞬間的に熱くなっていく。

「んん……っ！」

　腰を支えている手が、背中をゆっくりと撫でさする。ぞくぞくとした震えが足の爪先から立ち上ってきて、ジャンヌは背中を仰け反らせた。

　突然のことに頭が混乱して真っ白になる。

　息ができないくらい力強く唇を押しつけられ、時にきつく吸い上げられて、ジャンヌの柔らかな薄紅色の唇は、いくらも時間がかからないうちに真っ赤に色づき、ぷっくりと膨らませてしまった。

（やっぱり、ただの女たらしだった――！）

　彼から逃れようと両手で胸を突っぱねようとするも、びくともしない。むしろ、すらりと細身に見えた体が、予想外にがっしりと男らしい体躯をしているのが服の上から触れただけでもわかって、どぎまぎしてしまう。

　頬を包み込んでいた手が、髪の毛をかき分けながら頭の後ろに回され、もっと上を向かされた。息がうまくできなくなって喘いだ唇の間に、温かく濡れた肉厚な舌が這入り込み、ジャンヌの心臓は跳び上がった。

　新鮮な空気を求めて口の端を緩めると、少しは呼吸が楽になるかわりに、レグルスの奔放な舌先が口腔内を自由に這い回り、熱く溢れる唾液をすすられる。

　恥辱な扱いに、ジャンヌの体はぶるぶると震えた。それなのに、舌を絡められ、奥まで舌で埋められると、頭の芯が痺れ、途端にふらりと力が抜けてしまって、いつしか突っぱねていた両手でレグルスにしがみついていた。

（だめ……っ、こんなの――）

　背中を撫でていたと思った彼の手が、今度は柔らかな双丘をとらえて、揉みしだいてきた。

「んっ……んぅ！」

　揉み込まれるたびに、きゅうっと下腹部が甘く締めつけられるような不思議な感覚が襲ってきて、生まれて初めて味わう心地に戸惑うばかりだ。

（なに、これ……）

　腕も足も、力がどんどん抜けていきそうになって、きつく閉じた目じりに涙をにじませた。膝の裏がベッドにぶつかって、その拍子に弾むマットレスの上に押し倒される。

「もう、やめて！」

　背中をベッドに預けた瞬間にようやくレグルスのキスから解放されて、ジャンヌは彼を見上げるようにして睨みつけた。

「やめて？　これが君の望みだろ？」

　ジャンヌの顔の横に両手をついて、彼女の体をまたぐように逃げ道を塞いできたレグルスが挑むような目で見下ろしてくる。

「違います！」

　さすがに引っ込み思案なジャンヌでも、こんな一方的な屈辱を与えられて黙っていられるほどお人よしではない。

「本当に噂通りの遊び人なのね！」

　初めてのキスを奪われたのはショックだったが、噂が真実であることを確かめられてよかった。絶対に婚約は破棄させてもらう。そう誓ったジャンヌは怒りをあらわにして、次に何かされたら引っ掻いてでも逃げ出そうとシーツをくしゃりと掴んだ。

「心外だね。そんなことを言われたのは初めてだ。君こそ、男をとっかえひっかえして遊んでいると聞いたけど。砂糖菓子よりも男の方が好きなんだろ？」

　途端に、レグルスの瞳が今まで見せたことのない真冬の海のように、暗く冷たい色に変わる。

「そっ、それは嘘です！」

　貴族の間で噂になっているジャンヌの不名誉な噂は、王家にも届いているようだ。むしろこの国で知らない人間がいないと考えるべきかもしれない。そう思ったら目の前が暗くなった。自分の家族以外、誰にも信じてもらえないのだ。

「そもそも、そんな噂を知っているなら、どうして私なんかに求婚の申し入れをしたんですか？」

　あきらめと虚しさが混じり合った力ないトーンでレグルスに問いかける。

　普通、王家に輿入れをする場合、相手の女性は身分だけではなく、その身の潔白さが大事になってくる。貴族の間でも、今は少しずつ婚前の男女関係も許される風潮はあるが、やはり古い考えを持つ親はいい顔をしない。

　それなのに、なぜ男遊びをしていると噂が立っているジャンヌに白羽の矢が立ったのか。

「……公務の一環で、女性たちと会って話す機会が多いから、それに文句を言わない女がいいと思ってね。仕事なのに変に勘ぐられたりするのは面倒だし、男好きな君なら、僕が何人の女性と会っていても一切頓着しないだろうと思って」

　何だか頭が空っぽな、本能だけで生きている女だと言われているようで、ムカムカと腹が立った。

「最初に言ったように、君には欲しいものは何でもあげるよ。これ以上の贅沢はないと思うけど、何か……不満そうな顔をしてるね」

「わ、私は生涯で愛するただ一人の人と結婚するって決めてるんです。噂にだまされないで、私のことをちゃんと見てくれる人と。だから、今回の話はなかったことにしてください」

「誰か、好きなやつでもいるの？」

　おもむろに肩をぐっと強く掴まれて、ジャンヌは痛みで顔をしかめた。

「いません……。でも、生きていれば、きっとそういう人に会えると思うから」

　逃げ出したい気持ちを抑えて、真っ直ぐにレグルスに決意のまなざしを送る。結婚をあきらめていたつもりだったのに、いざ思ってもいない相手に結婚話を持ちかけられて、本音が零れた自分に呆れて苦笑いを浮かべそうになった。

　彼はしばらく無言でジャンヌを食い入るように見つめていたが、ふっと力を抜いて、起き上がり、ベッドの端に足を下ろして腰かけた。

「たいていの女は王子ってだけで、喜んで寄ってくるんだけど。変わってるな、ジャンヌは」

　背中を向けたまま、レグルスがぽつりと零す。

「では、求婚を取り下げていただけますか？」

　ゆっくりと起き上がり、ベッドの上でくしゃくしゃになったドレスの裾を直していると、振り向いたレグルスが鋭いまなざしを向けてきた。

「噂が嘘なら、どうして反論しなかった？」

　欲しい答えとは違う言葉に、ジャンヌはがっかりしたが、先ほどのように強引に迫ってきそうな雰囲気は感じなかったので、落ち着いて一呼吸おいてから口を開いた。

「私、十八歳になるまで、ほとんど屋敷の外に出してもらえなかったんです」

　それは父がジャンヌのことを大切にするあまりのことで、決して悪意のある行為ではなかったこと。晩餐会に出席したのはいいけれど、誰とどんな話をすればいいのか、そもそも話をしてもいいのか自分で決められずに、人を避けてきたこと。そうしたらいつの間にかあらぬ噂を流されていたこと。今までのことを思い出しながらレグルスに話して聞かせた。

「黙っていれば、肯定と取られてもおかしくない」

「だって、気がついた時にはもうみんな、誰も話を聞いてくれなくて――」

　波が引くように人々がジャンヌから離れていった日々を思い出して、ジャンヌの瞳からはみるみる大粒の涙が膨れ上がり、頬に幾筋も透明な線を描いた。

　肩を震わせて顔を覆うと、ベッドが軽く軋んだ。

「それが演技なら、君は国一番の女優になれるね」

「演技なんかじゃ……」

　首を横に振りながらしゃくりあげると、レグルスが「ちょっと待ってて」と言って寝室を出ていった。

　せっかく母に綺麗に化粧してもらったのに、こんなに泣いてしまっては台無しだ。レグルスに気に入られなくてもかまわないのだが、子供みたいに泣きわめいてしまってとても恥ずかしい。頬を濡らす涙が冷えてくると、だんだん冷静さが戻ってくる。

「ほら。あ、いや、こっちが先か」

　戻ってきたレグルスが手にしていたのは、透明なグラスに入った水のようだった。それよりも先にポケットからハンカチを差し出してくれる。

「あ、ありがとうございます……」

　鼻をすすりながら、ハンカチで目元と頬を押し拭いて、それと取り換えるように渡された水をこくこくと喉に流す。

　久しぶりにたくさん泣いたせいもあって、喉がカラカラになってしまったジャンヌは、もらった水をあっという間に飲んでしまった。

「婚約は取り下げない。君の噂が本当でも嘘でも、もう決めた事だから」

　ジャンヌからグラスを受け取り、チェストに寄りかかって両腕を組んでいるレグルスの長い脚から少しずつ目線を上げていくと、秀麗な面立ちはジャンヌを見つめたままだ。

「取り下げない……？」

「ジャンヌには今日からここで過ごしてもらう。王宮の者には婚約者として紹介するつもりだけど、まだ他の国民には公にはしない。それならいいよね？」

「さ、さっきも言いましたけど、私は、お互いをただ一人として愛し合えるような人と結婚したいんです。レグルス殿下では……」

　女たらし。大勢の女性を王宮に招いて、遊び惚けている、という噂がジャンヌの頭から離れない。先ほどレグルスは公務の一環と言っていたが、果たして信じていいのか疑わしいものだ。膝の上の両手をぎゅっと握りしめ、視線を落とした。

「それも含めて、自分の目で確かめるのが一番だと思うけど？　一緒に過ごしてみて、それでもジャンヌが嫌だと言うなら帰してあげる。僕も君の話が本当かどうか確かめる必要があるし」

　不敵な笑みを浮かべたレグルスがグラスをあおり、底にわずかに残った水を口に含むと、チェストから背中を離した。

「でも、今日からなんて――」

　不安そうに顔を上げたジャンヌは気がついたら目の前にあったレグルスの顔にびっくりして目を丸くした瞬間に、顎を長い指先ですくわれ、唇を奪われた。

「んっ……んく……！」

　彼の唾液と温くなった水が混じり合ったものが口腔内に流れてきて、反射的にそれを飲み込んでいた。ついで、奥まで伸びてきたしなやかな舌がぬるぬると彼女の舌と擦れ合い、絡みついてくる。逃げようとしても、どこまでも追いかけてきて、柔らかな頬の内側までたっぷりと味わい尽くされ、ジャンヌの体の熱が上がっていった。

「や……っ、ふぁ……」

　唇を覆われ、何度も吸い上げられる。

　背中に腕を回されて、抱きしめられると口づけはさらに深くなった。体中の血液が暴れるように逆流して、頭の中は真っ白だ。全身が熱を帯びて、ドレスの中はしっとりと汗をかいていた。

（全然反省してないじゃない、この王子！）

　なんだかんだ口実をつけて、結局はジャンヌを都合のいい遊び相手にするつもりなのではないだろうか。

　腹が立って仕方なかった。ポカポカと彼の背中を拳で叩くが、まったく意に介さない様子で、貪るようなキスを繰り返す。

「ふ……ぁ、あ……んぅっ！」

　ぎゅうっとレグルスの髪の毛を引っ張ったところで、ようやく彼が唇を解放してくれた。

「いて……っ」

「自業自得です！」

「なんて。隙ありっ」

　またキスされると思って、うまく顔をそむけて避けたつもりだったのに、無防備な首筋に温かな唇が触れて飛び上がりそうになった。

「やっ……あぁ……！」

　痛いくらいに白い肌に吸いつかれているのに、その痛みを超えた何かがジャンヌの体から力を奪ってしまう。痛いのに、もっと感じていたい。熱くしてほしい。そう思わせる何かが、体の奥底から湧き上がってくる。

「ひ……ぁ……っ」

　きつく、噛みつくようなキスは永遠に続くのではないかと思うほど鮮烈だった。体を震わせながら、ジャンヌは瞼の裏に温かいものがにじんでくるのを感じた。

　辛いとか、悲しいとか、そういった負の感情ではない。体の奥が切なく疼いて、そこを慰めてほしいと訴える自分の一部に、気持ちが揺らぎそうだった。理性に阻まれて行き場のない熱情が涙にとってかわったようだった。

（この人といると、私、何か変になっちゃいそう――）

　瞼が震えて、熱い雫がぽろりと頬を伝った時、ふいにレグルスが口づけをやめた。

「ごめん。痛かった？」

　先ほどまでの端然とした表情とは違い、澄んだ青い瞳が揺れ動いている。眉尻が下がって、自信のなさそうな印象を受ける。そんな顔もするのだとジャンヌには意外に思えた。

「い……たかった、です」

　痛みの他に感じた密かな渇望を押し隠すように、拗ねたように唇を尖らせてみせた。

「僕のものだって、ちょっと印をつけておきたくて。でもジャンヌの上ずった声を聞いていたら我慢できなくなった」

「ちょっと？　印？」

　それを聞いて、一気に耳まで熱くなったジャンヌは、咄嗟にキスされた首筋を掌で押さえる。

「もう遅いよ。十分すぎるくらい、印はついた」

「ひどいわ……っ。でも、消えるんでしょう？」

　一生残るものだったらどうしようと、不安になって尋ねる。

「うん、消えるね。だから、毎日、いろんなところにつけるから。ジャンヌが僕の婚約者だって忘れないように」

　悪びれた様子もなく、さらりと挨拶と同じような感覚で言い放ったレグルスに、呆れて何も言えなかった。









三











　その夜、食事の場が設けられ、ジャンヌはレグルスの婚約者として、彼の両親であるヘリオン国エルナト王とアミラ王妃、そしてレグルスの兄であるタリウス王太子に引き合わされた。

「アンクテイル伯爵の一人娘のジャンヌだね。話はレグルスから聞いているよ。今回の件については反対する者も多いのだが、私は息子のことは信頼しているのでな。目に余る行いだけはせぬよう肝に銘じておきたまえ」

　エルナトは口元に笑みを浮かべていたが、目元はややひきつったような無理な皺がいくつもできていた。

「あんなに縁談を断ってきたレグルスが選んだのがあなたね。噂通り、かわいらしいお顔ですこと。レグルスがとても気に入っているようで何よりだわ。あなただったら孫の顔を見られるのも早そうね」

　真っ直ぐに目を合わせて話していたアミラの視線が、ちらりと首元に落ちたのをジャンヌは見逃さなかった。夕食の場につく前に、侍女に大ぶりのネックレスを用意してもらったものの、それだけではレグルスにつけられた赤い印が隠しきれていないのだ。

　まるでジャンヌがレグルスを誘惑したかのような不敬な瞳を送られて、胃がキリキリと痛くなった。

「ビビアンはどうしたの、タリウス？」

　アミラが空いた椅子を見ながら、眉をひそめる。

「少し食欲がないらしくて、部屋で休んでいます」

「食欲がない？　もしかして――」

「いや、ただ疲れているだけですよ」

　タリウスが苦笑しながら答えると、アミラはたちまち憮然とした表情になって大きなため息をついた。

「もう。ぬか喜びさせないで。やっと世継ぎができたのかと思ったのに」

「アミラ。よさないか。食事が冷めてしまうぞ」

　エルナトに諌められ、アミラはハッとしたようにジャンヌを一瞥してから咳払いした。

「そうね。いただきましょう」

　なんとなく気まずい空気を感じながら、ジャンヌは必死にナイフとフォークを動かして食事を進めた。当然、味も何も感じなかった。ただ、ひたすらこの場から逃げ出したい一心で懸命に肉や野菜を飲み込む。

「父上、母上。今日は紹介も兼ねてジャンヌを同席させましたが、明日からはしばらく二人でゆっくり食事を摂りたいので、それでもかまいませんか？」

　隣の席に座っていたレグルスが、柔和な笑みを浮かべて二人に声をかける。

「ま、まあ、いいだろう」

　レグルスの突然の提案に、エルナトがアミラの方をちらりと見ながら返答する。王妃の方は興味がないとでもいうように無言で食事を続けていた。

　なんと言ったらいいのか迷っているうちに発言するタイミングを逃してしまった。どうせなら、自室で一人での食事でもかまわなかったのだが、一応婚約者という立場なのだから、レグルスが気を利かせたのだろう。

（もしかして、私がきまり悪そうにしてるのに、気づいた……？）

　食事を続けながら、そっとレグルスの横顔を見つめた。何事もなかったような平然とした表情で、夕食を楽しんでいるようにしか見えない。だが、彼は話題がこちらにふられた時にも、間に入ってくれて、ジャンヌが答えやすい質問に誘導してくれた。

　遠回しに、交流関係や隠していることはないかと聞かれたが、正直に自分の生い立ちについて話した。それでも腑に落ちない顔をしているのはあの噂のせいだろう。

　どうやら国王や王妃の耳にも彼女の不名誉な噂話は入っているらしい。そのために心から歓迎されているわけではないということも悟った。それにも勝ってレグルスに全幅の信頼を置いているために、今回の話は渋々承諾しているといったところだろうか。食事をしながら自分なりに分析してみた。







「兄上は結婚して三年になる。けれど、まだ子宝に恵まれなくてね。母上がああして気を揉んでいるんだ」

　夕食が済み、レグルスと二人で部屋に戻る途中、彼からその話を聞いてアミラのがっかりした顔を思い出した。

（もし、世継ぎが生まれなかったら、タリウス様の後継者はレグルス殿下？　それとも、レグルス殿下の子供が……？）

　そこまで考えて、アミラの言葉を思い出した。

（もしかして、経験豊富な者同士なら簡単に子供ができると思われてる――？）

　それぐらいしか、この結婚に賛成する理由が思いつかない。けれども、それをレグルスに確認する勇気はジャンヌにはなかった。

（というか、これは正式な婚約じゃないのに……）

　ジャンヌは苦しくなった腹を軽く押さえながらため息をついた。

（レグルス殿下なら、いくらでもお相手がいるんじゃないの？）

　女性と会うのが公務で、別に後ろめたいことがないなら、堂々としていればいいだけの話だ。それを妃が怪しんだり、やっかんだりするかもしれないと心配する心情が、ジャンヌには理解できなかった。

　部屋に戻ったジャンヌは侍女に湯浴みを手伝ってもらい、寝衣の上に薄紫色のレースが重ねられたガウンを羽織って寝室に入った。

　昼間、レグルスにキスされたことを思い出し、首筋を押さえながら、ゆっくりとベッドに入る。上質な毛布と皺一つないシーツはさらりと肌触りが良かった。

「はあ……」

　今頃は帰路についているはずだったのに。

　レグルスの態度を見ていると噂通り軽薄な男にしか思えないのだが、このまま帰ってジャンヌの噂が王宮お墨付きのものになってしまった日には、一生独り身を貫く人生が待っている。

　せめてレグルスに早く噂が嘘だと信じてもらわなければ。

「どうした、ため息なんかついて」

　背後から声をかけられて、口から心臓が飛び出しそうになった。

　肩越しに振り返ると、光沢のある黒のガウンを身に着けたレグルスが、しっとりと濡れた髪をかき上げ、ベッドのそばに立っていた。髪の毛先からぽたりと雫が落ちてベッドシーツに丸い染みを作る。薄暗いランプの明かりに照らされているせいか、匂い立つような色気は悪魔的な美しさをはらんでいる。

「なっ……どうして、レグルス殿下が、ここに？」

　口をぽかんと開けたまま、しばし彼を見つめていたジャンヌは、ハッと我に返った。

「この部屋は隣の僕の部屋と繋がってるって、言わなかったっけ？　つまり、ここは僕の寝室でもある」

　確かに部屋に案内された時に聞いたものの、それが続き間を通して簡単に行き来できるものだとは考えもしなかった。会いたい時にすぐ会えると言っていた彼の言葉の意味が、今やっとわかった。

「嘘……」

「残念ながら、本当だ」

　そう言ったレグルスはシーツを捲ると、ジャンヌの隣に体を滑り込ませた。背中を向けたまま、ササっとベッドの端に身を寄せる。

「そんなに端に行ったら落ちるぞ」

「いいです。だって、今までレグルス殿下はお一人で休んでいらしたんでしょう？　私なんかがいたら邪魔になると思うので……」

「こわいの？」

　後ろから抱きしめられて、ジャンヌはびっくりして身を固くした。

「男に慣れてるのがばれるのが、心配？」

「な、慣れてるように見えます？」

　ぎゅっと両腕を胸の前で組んで身をすくませていると、耳元に温かい吐息がかけられた。

「演技かもしれない」

「そ、そっちこそ、こうやって女の人を丸め込んできたんでしょう？　噂は本当だってことだわ」

「婚約者が隣に寝てるのに、指一本出さない男の方がどうかしてると思うけど？」

「そんなの言い訳です！　も、もし、私に何かしたら、婚約はなかったことにさせていただきます」

「わかった。今夜は君の言う通りにしよう。おやすみ」

　意外とあっさりと引き下がったものの、しばらく背後を警戒していたが、やがて隣から静かな寝息が聞こえてきたので、なるべく音を立てないようにそっと体をずらしてレグルスの方を向く。

　長い睫毛、整った鼻梁、形のいい唇のライン。彼の横顔を見ながら静かに毛布を目元まで引っ張り上げた。

（こうしてみると、素敵なのに……）

　この国の第二王子が隣で寝ている。彼に求婚されるということはおそらくこの上なく光栄なことなのだ。両親だって喜んでいた。けれども、女たらしという噂も気になるし、ジャンヌが女性関係に頓着しないだろうという理由で選ばれたことは腹立たしい。

　不安は尽きなかったが、移動と気遣いで疲れ切っていたのもあって、ジャンヌはあっという間に心地良い眠りの世界へ落ちていった。










四











　久しぶりに子供の頃の夢を見た。母が風邪で寝込んでしまった時のこと。風邪がうつっては大変だと部屋にすら入れてもらえなくて、ジャンヌは大泣きした。父が一緒に寝てあげるからと添い寝してくれたのだが、どうしても眠ることができなかった。それでも父はジャンヌを腕に包みながら、眠い目を必死にこじ開けて何冊も絵本を読んで聞かせてくれた。頭を撫でてくれた優しい手が止まって、ついには父の方が先に寝てしまったのだが、その幸せそうな寝顔を見ていたらジャンヌもつられて眠くなり、朝までぐっすり眠れたのだった。

　うとうとと夢と現実との間をいったりきたりしていた彼女は、自分の頭を撫でてくれる手の感覚がとてもリアルに感じられて、静かに目を開けた。体を横に向けて眠っていたジャンヌは向かい合うようにこちらに顔を向けて横になっているレグルスと目が合って、一気に眠気が吹き飛んだ。

「あ――」

「おはよう」

　少し苦笑いを浮かべたレグルスは、またジャンヌの髪を一撫でする。

「て、手を出さないって約束、しましたよね……」

　思い切り彼の腕の中に包まれている状況をみて、声を震わせた。

「ジャンヌは寝相が悪いって言われたことない？」

「え？」

「言っておくけど、こっちに寄ってきたのは君だよ。おかげで僕は夜中に目が覚めてから一睡もできなかった」

　頭を上げると、そこにはレグルスの二の腕がある。

「一睡も……」

「そうだよ。純粋無垢な寝顔と、甘い匂いがする隙だらけの柔らかな体を押しつけられて、指一本触れられない男がこの世にいると思う？」

「そ、そんなの……知りません」

　目線をずらすと、寝衣の一番上のボタンが外れていて、ふっくらと押しつぶれた胸の谷間が覗いていた。レグルスが外したのか、何かのはずみで外れてしまったのかはわからないが、ジャンヌはさりげなく、はだけた寝衣を引き合わせた。

「知らないなら、教えてあげる。答えはノーだよ」

　胸元で寝衣をかき合わせた手を握られ、レグルスが口元に笑みを浮かべた。

「……だめ」

　肩を抱き寄せられて、ジャンヌは眉をハの字に歪ませた。

「婚約者の印をつけるだけだよ」

　首筋につけられたきついキスの感触を思い出して、ゆるゆると首を振った。

「ま、待って。誰かに見られたら恥ずかしいから昨日みたいなのはいや……」

　ネックレスがいくつあっても足りないなんてことにはなりたくない。

「服に隠れる所にしてあげる。たとえば、こことか」

　肩を抱いていた大きな手がジャンヌの腕の下に潜り込んで、柔肌を包み込んだ。

「や……っ」

　ぎゅっと腕でその手を押さえこもうとしても、圧倒的に力の差がある。やわやわと服の上から揉み込まれて、ジャンヌは頬を赤く染めた。男女の体のつくりが違うとしか認識していなかった丸みを帯びた柔肌が、触れられるだけでこれほど熱くなるものだと思わなかった。

（恥ずかしい――）

　手を握られたり、抱きしめられたりするのとはまた違う。それよりも一歩踏み込んだ、ジャンヌの知らない行為をレグルスはしようとしている。

「初めてみたいな顔して。本当にお芝居がうまいね」

　寝衣の生地は薄くて、レグルスの指の感触がはっきりと伝わってくる。指先が柔肌の頂に触れてびくっと体を震わせた。

「……や……んっ」

　指の腹でくるくると頂の根元をなぞられ、額の辺りがむずむずしてくるのを感じ、触れられているところが甘く焦れてくるのにも戸惑いを隠せなかった。

（何、この感覚……）

　胸がどきんどきんと激しく高鳴り、それがレグルスに聞こえてしまうのではないかと思うと、余計に鼓動がせわしなくなる。

「硬くなってきたよ。感じやすいんだ？」

　くすっと笑われて、ジャンヌは精一杯首を横に振った。

「知らない！」

「ふふっ。じゃあ、どうなってるか自分で見てごらん」

　レグルスの手でボタンを外されて、寝衣が大きくはだけられる。薄く明るくなった室内に、白い肌が浮き上がった。

「マシュマロみたいに柔らかくて、極上の絹みたいななめらかさだ」

　レグルスの温かな掌に包まれた柔肌はふにふにとその手の中で弄ばれている。

「あ……あぁ……」

「でも、ここはとても硬くなっちゃって」

　しこった頂をぎゅっと摘ままれ、こりこりと捩じられると甘い疼きが胸先から額に抜けて、ジャンヌは瞼を震わせて細い声で啼いた。同時に、まったく触れられていない下腹の奥が熱くなって、昨日のように何かが体の中で変化を起こし始めていた。

「気持ちいいとこうなるんだよ。知ってるだろ、君も」

「し……知らな……いっ、やぁ……っ」

　体を上に向けられて、柔肌がたふたふと揺れた。尖った頂にふっと吐息を感じたかと思うと、温かく湿ったものに吸い上げられた。大きくはだけた肌の上にレグルスの琥珀色の髪が揺れて、くすぐったかった。しかしそれ以上に、頂を口に含まれた事実に思考が全然追いついてこない。

「レグルス殿下……！　約束が……ちがいますっ」

　もう片方の柔肌も手の中に収められ、逃げ場を失った。

「昨日、印をつけた時に痛いって言ってただろ。今日は痛くないおまじないをしてあげる」

　顔を上げたレグルスが目の前でいたずらっ子のように目をキラキラさせて笑う。

　濡れた薔薇色の頂がレグルスの舌で転がされ、言いようのない未知の感覚に爪先から震えた。

「そんな……おまじないなんて……」

　聞いたことがない。レグルスが遊びたいだけなのだろう。ジャンヌを弄ぶための口実に違いない。

　それなのに、レグルスに頂を口に含まれ、ぬるぬるとたっぷりの唾液を混ぜて舐められると、体から力が抜けていってしまう。

「ん……ふぁ……あぁん……」

　堪えようとしても、息は弾み、甘ったるい声が喉の奥から洩れて、下腹部の疼きを逃がすように腰をくねらせた。

「綺麗な色だ。すごく、そそられるよ」

　レグルスの囁く吐息がジャンヌの胸先を何度もかすめる。反対の柔肌も同じようにレグルスの口づけで赤く色づき、これ以上ないほどぷっくりと勃ち上がっている。

「早く……印をつけて……」

　もう痛くてもかまわない。これ以上柔肌を責め続けられたら、どうにかなってしまいそうな気がした。

「せっかちだね、ジャンヌは。それとも痛い方が好きなの？」

　楽しそうに軽い口調で笑いを含ませながら、レグルスは少し体をずらすとジャンヌを抱きしめ、目覚めた時のように向かい合わせに横になった。

「何も知らないような顔して。ずるいな、ジャンヌは」

　頬にかかった髪の毛をかき上げられ、唇を重ねられた。

「んぅ……」

　角度を変えて、深くレグルスが入ってくる。口腔内を熱く濡れた舌で埋められ、印をつけられるまでの辛抱だと懸命に鼻で息を吸い、レグルスを受け入れた。

　身動きの取れない中、彼に柔肌を揉み込まれ、ちりちりと甘く痺れる頂をしごかれているうちに、ジャンヌの腰はもじもじとくねり出した。

「ふぁ……。あぁ……早く……っ」

　もう喉元でもいいから早く終わらせて。そう思って顔を仰け反らせ、真っ白な肌をさらしても、レグルスは一向に印をつけようとしない。

「もっと愉しもうよ」

　レグルスがいつの間にか彼女の寝衣のボタンを下まで全部外していたので、シーツの上でもがいていたジャンヌはほぼ半裸の状態になっていた。

「君のこと、もっと知りたいから」

　ドロワーズの中に手を入れられた瞬間に、淡い茂みを指でなぞられ、そのまま秘された花園を押し広げられた。

「やだ……っ、そんなとこ……っ」

　疼いていたのは下腹部の奥の方だ。それなのに、秘花を指でいじられただけで、下腹部がきゅうっと甘く切なくなって、背中を仰け反らせていた。

「あぁ……っ、何……やめて……」

「すごく濡れてる」

　太腿をぎゅっと合わせても、レグルスの片脚が強引に割り込んできて、ドロワーズを下げられたジャンヌの秘所は守りを失う。レグルスの長い指になぞられて、秘花の中心から温かな蜜が溢れだす。

「いや……っ」

　彼の腕に爪を立てても、レグルスは動じなかった。

「ここは、やっぱり一番感じやすいみたいだね。反応が全然違う」

　くすっと笑いながら、レグルスはわざと激しく指を動かして、ぴちゃぴちゃと淫らな水音をジャンヌに聞かせてくる。あまりにも水音が大きくて、粗相してしまったのかと恥ずかしくなって顔を真っ赤にした。

「でも、本当に欲しいのはこっちだよね」

「え？」

　聞き返した途端に、下腹部の奥に違和感を抱いた。体の中に何か異物が入ってくるような、経験したことのない感覚だった。

「そんなに締めないで、ジャンヌ。力を抜いて」

　そう言われて、わけのわからないジャンヌの目がレグルスの手の先に行った。指が、秘所の中に入っている。

「嘘。や……抜い……っ」

　頭の中が真っ白になって、困ったように瞳を潤ませた。しかし次の瞬間、レグルスが蜜口に入れた指を揺らし出し、短い悲鳴を上げた。

「あぁ……っ」

「ほら。もっと素直になりなよ」

　蜜にまみれた指先が根元まで押し込まれると、違和感しかなかった下腹の奥が少しずつ甘い疼きに変わってきた。何度も長い指が隘路を往復する。

「やっ……あっ……あっ」

　柔肌に吸いつかれた時に感じていた疼きがさらに強くなったようだった。そして、それは指先よりもさらに奥で熱く渦巻いている。切ない疼きを感じるたびに、温かい蜜が溢れだしてレグルスの指先を濡らしていった。

「いい顔してる。もっと、もっと感じて」

　狭い隘路の中でレグルスが指を曲げると、途端にジャンヌの腰が大きくうねった。

「あぁ……！」

「どうしたの？　ここがいいの？」

　ぐちゅぐちゅと水音を立てながら、レグルスが同じ場所を責め立てる。

「ふぁっ……あぁん。やめてぇ……」

　レグルスの手から逃れたいのか、甘い愉悦に耐えられないのか、ジャンヌは大きく腰を前後に揺らし出した。

「素直に気持ちいいって言ってごらん」

　もう片方の手で柔肌を揉み込まれ、頂をぎゅっと摘ままれた。

「あぁっ……いや……っ」

　恥ずかしさで目じりに涙をためながら、大きく首を横に振ると、一層抽送が激しくなった。

「中、すごいうねってる。やらしいな、ジャンヌは」

「ふぁぁ……だめぇ……」

　太腿の間に挟まっていたレグルスの脚に大きく広げさせられ、秘花があらわになる。

「濡れすぎ。まさか、もうイっちゃったんじゃないよね？」

　長い指を躍らせながら、親指で器用に秘花の近くを弄ってくる。その指先が何かに触れた途端に、ジャンヌの体に電撃が走ったようにびくんと跳ねた。

「ここも感じるの？」

　ぐりぐりと指の腹で押され、赤く色づいた豆粒のように硬くなっている部分を剥かれる。そんなところがあったなんて、自分でも気づかなかった。今までないくらい強い痺れが腰から頭の先に突き抜けていく。

「あ……っ、あふ……ぅ、ああぁ……！」

　いつの間にか仰向けに寝かされ、完全にレグルスに支配された肢体は、淡い桃色に上気し、しっとりと汗をにじませていた。

　ぐちゅぐちゅと音を立てる激しい抽送と、柔肌の頂に甘く吸いつかれて、ぐらぐらと頭の中が揺れて理性を失っていた。

「あぁぁ……っ！　はぁん……っ、もうだめぇぇ！」

　目の前にちかちかと星の瞬きが下りてきて、それが一瞬ではじけて真っ白な光になった。

「あああああぁぁっ！」

　背中が大きく仰け反った刹那、ぐったりとベッドに身を沈ませたジャンヌの両脚ががくがくと細かく震える。シーツを温かく濡れしていく感触が彼女の太腿から臀部に伝わり、本当に粗相してしまったのだと恥ずかしくなった。

　同時に、これまでに感じたことのない高揚感が全身を包み、とても満たされた気持ちに胸が熱くなっている。

「おまじない、効いたみたいでよかった」

　そう言いながら、レグルスがゆっくりと顔を上げると、ジャンヌの左の柔肌にくっきりと赤い印がつけられていた。たしかに、いつつけられたのか感じないくらい、レグルスの責め立てる指が刺激的だった。

「それに……」

　くちゅっと水音を立てて指を引き抜かれた後、空洞になった隘路がひくひくと疼くのを感じ、いたたまれない気持ちになった。

「そんなに感じてもらえたら、ますます、君を手放したくなくなった」

　林檎のように顔を真っ赤にしたジャンヌは、頭の近くにあった枕を掴むと、思い切りレグルスに投げつけた。

「絶対に婚約破棄してもらいますから！」

　ここまで腹が立ったのは初めてだった。枕を受け止めたレグルスがなぜか嬉しそうに歯を見せて笑うのもジャンヌをムカムカさせるのに十分だった。

「まあまあ。着替えて朝食を摂ったら、息抜きに散歩にでも行こうよ」

　そう言われたジャンヌは、自分がまだ半裸なのに気づいて慌てて寝衣の前を合わせた。それからまだ体の奥に与えられた愉悦の余韻が残っていることに戸惑いを覚えた。くすぶった熱は、再びかき混ぜられたら燃え上がりそうな危うさをはらんでいた。
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「そんなにこわい顔してたら、花が怯えちゃうよ」

　整備された薔薇園の小道を歩きながら、レグルスが苦笑いを浮かべた。濃紺の上着は金糸で縁取られ、袖の部分が深紅のベルベットで装飾されていて、薔薇の美しさにも引けは取らない。

「別に」

　彼から少し離れて隣を歩いているジャンヌは、真っ青なドレスに着替えていた。あまりはっきりした色のドレスは着たことがなかったが、侍女に着させてもらうと、案外違和感はなかった。光に当たると桃色に見えるブロンドは、編み込んでレースの髪飾りで留めてもらっている。

　サクサクと白い砂を踏みながら、見事な薔薇の生け垣を眺めていると、レグルスが自慢したくなるのもうなずけた。むしろ花は好きな方だ。あまり外へ出ることを許されなかったジャンヌにとって、庭に咲く花が友達のような存在だった。どの薔薇も瑞々しく誇らしげに咲いている。手入れが行き届いている証拠だ。

「薔薇園を抜けたら、向こうにガゼボがあるから、そこで少し休もう」

　ずっと部屋の中にいるのも退屈だろうというレグルスの配慮なのだろうけれど、今朝のことがあるからどうにも気が休まらない。

　ふと目線を胸元に落とす。そこには普段と変わらない白い肌が見えるだけだ。はっきりと印が残っているのは、胸の下側の方。たしかにレグルスは服に隠れる部分に印をつけたようだった。

（本当に、あれがおまじないなの？）

　深い口づけ、熱く艶めかしい舌先、激しく踊る直情的な長い指の感触。そして体がどこかにさらわれてしまうような、生まれて初めて味わった多幸感。あの瞬間だけはどうしても忘れることができない。頭が真っ白になり、何もかもどうでもよくなってしまって、レグルスにすべてを委ねてもいいと思ってしまった。

（たしかに痛みも感じなかったけど、あれを印づけるたびにされたら……）

　気をつけなければと思う。簡単にレグルスに気を許してはいけない。いくら不思議なおまじないが忘れられないとしても、それを他の女性にもしているかもしれないのだから。

「いつもジャンヌは何をして過ごしてるの？」

　振り返ったレグルスの笑顔を眩しいのは、太陽のせいにしておこう。ジャンヌは目を細めながら、小さく弾んだ胸を押さえた。

「大体は本を読んだり、お花を眺めたり、刺繍をしたり……。これといって特別なことはしていません」

「どんな本が好きなの？　城の図書館に読みたい本があればいつでも読んでいいからね」

　そんなに長居をするつもりはない、と心の中で呟く。二、三日もいれば、きっとレグルスの人となりがわかるだろうと。

「ありがとうございます」

　愛想笑いを浮かべ、彼との距離は一向に縮まらないまま、ジャンヌはレグルスと共に一面青い芝生の場所へ出た。

　大きな樫の木のそばに、古いガゼボが一つ置いてあった。白い柱は六本建っていて、屋根の部分は鳥籠のような盛り上がった半円球をしている。年月が経っているのか、雨にさらされた跡はあったが、上部層に真っ直ぐに建っている。

「あそこで少し休もう」

　ガゼボの中には座るスペースがあるようだ。

　二人がそこに近づくと、どこからかか細い鳴き声が聞こえた。

　さわさわと風が樫の木の葉を揺らすと、その声が一段と高くなる。

「レグルス殿下、あそこ……！」

　ジャンヌはあっと口を押さえて、樫の木の上を指さした。

「ああ。子猫、だね」

　真っ白な毛の塊が丸くなって、必死に枝に爪を立て、その場から落ちまいと震えているようだった。

「かわいそうに、下りられなくなったのか」

「あんなに震えて……。何とか降ろしてあげられないかしら？」

　か細い鳴き声は助けを乞うているようで、胸が痛んだ。

「野犬かカラスにでも追いかけられて、夢中で逃げたのかもしれない。僕がやろう」

「えっ、殿下が？　危ないですっ」

　散歩は二人だけで行きたいというレグルスの希望があり、今周りには誰も侍従がいなかった。

「そうだね。久しぶりだけど、やってみよう」

　腕をぐるぐると回してから、レグルスは樫の木の幹に手をかけた。

「ま、まさか登るんですか？」

「大したことじゃないよ。子供の頃はよくここで遊んでたし。ああ、芝生が気持ちいい」

　レグルスは、涼しい顔をしてブーツを脱いで裸足になると、柔らかな芝生を足の裏で撫でている。

「で、でも……！」

　おろおろとジャンヌが見守る中、レグルスは器用に幹の凹凸に手と足を引っかけながら、上に登っていく。

「はは。背が伸びた分、あの頃と感覚が違うな」

　時々、足を滑らせそうになり、ジャンヌは短い悲鳴を上げた。

　子猫が何もわからないまま、みゃあみゃあ泣き続けている中、レグルスはだんだんコツを思い出してきたのか、ペースを上げて登っていく。

　ジャンヌが、首が痛くなるほど見守り続けた先で、ようやくレグルスは子猫に向かって腕を伸ばした。

「おいで。ほら。こわくないから」

　そう声をかけるものの、子猫は鳴くばかりでその場を離れようとしない。

「すごく綺麗な目をしてる。きっとお母さんは美人なんだろうなあ」

「呑気なこと言ってないで、は、早く下りてきて……」

　叫んだら彼がびっくりして落ちてしまうのではないかと気が気でないジャンヌは、胸の前で祈るように手を組んで行く末を見守るしかできなかった。

「ねえ。もう大丈夫だから」

　レグルスが手を伸ばすと、子猫は毛を逆立てて彼を威嚇した。

「あはは。今朝のジャンヌみたいだ」

「どういう意味っ！」

　枕が手元にあったら投げつけたい気分で声を荒げると、レグルスが肩を震わせて笑い続けている。

「そういうとこ。かわいくてたまらない」

「なっ……」

　ジャンヌは返す言葉も失って、口をパクパクさせた。

　ひとしきり笑ったレグルスが意を決したように子猫にさっと手を伸ばして、その首根っこを掴んだ。子猫は鳴きながら必死に枝に爪を立て、そこから引きはがされると、今度はレグルスの手を引っ掻き始めた。

「いてて……っ。じっとしてくれ」

　レグルスは木の幹と太い枝の間に器用に体を預け、上着の金具を少し外すと、その服の中に子猫を入れ、飛び出さないように金具を留めた。

　降りてくる途中も、何度か足を滑らせ、ジャンヌは目を覆ったが、何とか転落することなく、地面まで下りてきた。

「レグルス殿下！　血が……！」

　服の中でもぞもぞと動いている子猫を押さえている右手の甲に痛々しい傷がいくつもついている。

「少し引っ掻かれただけだ」

　笑いながら答えたレグルスは、汚れるのもかまわずに片膝をつき、上着の金具を外し始めた。半分くらいまで留め具を外した時、服の中から勢いよく白い毛玉が飛び出した。

「うん。元気はあるから大丈夫か」

　何も言わずに一目散に林の方へ駆けていく子猫の後ろ姿を見ながら、レグルスが微笑んで留め具を直す。

「レグルス殿下は大丈夫じゃないですよね。早く手当てをしないと！」

　子猫も悪気があったわけではないだろうが、力加減を知らないのだろう。彼の手には浅い傷から深く引っかかれた傷まで複数ある。ジャンヌはポケットからハンカチを出してレグルスの手に巻いた。

「汚れるよ？」

「かまいません。さあ、早く医務官のところへ行きましょう」

　ブーツを履いて立ち上がったレグルスの腕を掴み、城に向かって歩き出したジャンヌがはたと足を止める。

「……医務室の場所がわかりません」

　隣のレグルスを見上げると、彼はくしゃりと相好を崩した。

「ふっ……ははは！　ジャンヌ、慌てすぎ」

　ぽんぽんと頭を撫でられて、かあっと頬が熱くなるのを感じた。

（そんな顔しないで……）

　お互いの真実の姿を探り合っている期間だというのに、レグルスはちっともこだわっていないように見える。もしかして、今朝のやり取りでジャンヌに男性経験がないことに気がついてくれたのか、それとも、男遊びが好きだと勝手に確信したのか、どちらかわからないが、何だかレグルスはずっとすっきりしたような表情で機嫌がいい。

　何も迷いのない真っ直ぐな笑顔に、ジャンヌの心はぐらぐら揺れる。

（レグルス殿下も、本当は、誠実な人……？）

　自分の危険を顧みずに子猫を助けたのは意外だった。昨今の王族は部下に指示をするだけで自分たちは何もしないものだと思っていた彼女には、目からうろこだった。

　医務室にいた王室医務官はレグルスの傷を見てぎょっとしたようだったが、事情を話し、手当てをすると、二、三日で良くなるだろうと説明してくれた。

「よかった……」

　ホッとして胸に手を当てると、レグルスに肩を抱かれた。

「ジャンヌのせいじゃないから、安心して。心配してくれてありがとう」

　ちゅっと髪にキスされて、ジャンヌの体温が一気に上がった。そういうことにただでさえ慣れていないというのに、医務官の目の前でなんということをしてくれたのだ。

　医務官は何も見ていないとでもいうように、慌てて消毒や器具を片づけ始めるし、ジャンヌはいたたまれなくなって彼の腕を振りほどくと、大股で医務室を後にした。

（レグルス殿下。真面目なのか、軽いのか全然わからない！）

　一人で歩き出してから、また立ち止まったジャンヌはレグルスが追いつくのを待ってから、またゆっくりと歩き出した。

「迷子の子猫ちゃん。お部屋までお送りいたしましょう」

　広い城内を一人で部屋に辿り着けるはずがなく、図星だったジャンヌはレグルスから顔を逸らした。

「わ、私は、別に迷ったりなんて……。レグルス殿下がお部屋に戻るなら、途中までご一緒に行って差し上げようと思っただけです」

　答えながら、自分がこんなひねくれたことを言う人間だったのかと困惑した。久しぶりにまともに会話してくれる相手だから、つい王子だということを忘れてしまう瞬間がある。

　部屋に戻る途中、レグルスが書庫に寄ってくれた。城内にある図書館とは別に、読みたい本だけを置いておくのだという。いつも恋物語や詩集を読んでいるのだが、さすがにそういう本はなかったので、花について調べた本や、吟遊詩人の物語集を選び、自室でそれらを読みふけった。

　日が暮れて、侍女がシャンデリアとランプに明かりを灯しにきたのも気づかないくらい、本に没頭していた。家にあった本は面白かったが、何度も読み返していたので新鮮さがなかったからだ。

　レグルスが昨日宣言した通り、夕食は彼の部屋で二人きりで摂ることになった。

　そして、夜は変わらずにやってくる。寝室の窓から星空と尖った三日月を見上げていると、レグルスが入ってくる気配がした。

「風邪ひくよ」

「大丈夫です。まだ、眠くないのでもう少し空を見ていたいんです」

　本音は、レグルスよりも先に眠りたくない、だった。彼がぐっすりと寝てしまえば、とりあえず何も起きないだろう。

「そんなに警戒しないで？　本当に猫みたいだね、君は」

　ひたひたと近づいてくる気配を背後に感じながら、ジャンヌは知らんぷりして窓の外を眺めている。レグルスの顔を見たら、心が揺らぎそうだったからだ。

「今朝はちょっとびっくりさせちゃっただろうけど、今朝のことでジャンヌが誰にも体を許してないってわかったから。今度は、僕の誤解を解いてもらう番」

「え？」

「もし、噂が本当だったら、もっと容易に僕を受け入れたはずだからね。ここに指とか入れられたの初めてだったよね？」

　後ろからそっと腕を回してきたレグルスが寝衣の上から、下腹のさらに下、足の付け根を掌で触れてジャンヌはどきんと心臓が飛び跳ねた。今朝の行為が頭をよぎり、体の奥がきゅうっと疼く。

「は、初めてだったらなんだっていうのですか？」

「ジャンヌが嘘をついてないってこと。男遊びが激しいなんて、誰かがわざと流したんだろう。何か心当たりはないの？」

　手が下腹部から離れて少しはホッとしたものの、まだ背中にはレグルスの逞しい胸板が感じられて、ドキドキは治まらない。

「ありません……」

　晩餐会に出て、ろくに話もせずに逃げ回っていただけで、トラブルも起こしていない。

「そうか。根拠のない噂なんて、長続きしないから。心配しなくていいよ」

「そう……でしょうか」

　根拠がないのに、あれだけ短期間で多くの貴族たちの間に噂が広まってしまったのはどうしてなのだろうか。

　ため息をつくジャンヌの体がさらにぎゅっと抱きしめられた。

「……でも、私が普通の人間だとわかったなら、レグルス殿下が最初にお話しされた婚約者の条件に当てはまりません。もう、実家に帰っていいですよね？」

「条件？　ああ、うん。ジャンヌが普通の人間なら、ね。でも、僕にとってはもう特別な存在になり始めてる」

「へっ？」

「もう少し一緒にいてくれないか？　君が信じてる僕の悪い噂も嘘だってわかってほしい」

　レグルスが屈んで頬を寄せてくる。濡れた髪がひやりと冷たい。そう感じるほどジャンヌの耳は真っ赤になって熱を持っていた。

「ジャンヌ……」

　耳元で囁かれる低音の声にぞくりと震えた。彼の腕を振りほどきたいのに、彼の手首を掴んだまま動かせない。

「印をつけさせて」

　掠れた声とともに耳朶に口づけられる。

「あ……っ、だめ……」

「大丈夫、印は見えないところにするから」

　口づけを受けるたびに、レグルスの吐息を感じて、ジャンヌはぎゅっと彼の腕にしがみつく。

「耳まで真っ赤にして。かわいい」

　ちゅっと吸い上げられ、また吸いつかれる。ぴちゃぴちゃと水音を立てて、耳の中を舌先で濡らされた。

「ふぁ……っ」

　身をよじると、レグルスの舌が、つうっと首筋を這い下りていく。そのしっとりと熱い感触がぞくぞくとジャンヌの官能を揺さぶってくる。

「あ……ん、はっ……」

　寝衣の上から柔肌を両方掴まれ、大きく揉み込まれた。

「や……あぁ……っ」

　ゆっくり左右にこねられたり、円を描くように掌で押しつぶすように揉まれたりするたびに、下腹部の奥が切なく疼く。柔らかな乳房を下から持ち上げられて揺さぶられると、胸の頂が寝衣に擦れて、甘い痺れに眩暈がした。

「ふぁぁ……っ」

　首筋に優しく吸いつかれ、その中途半端な感触がじれったくて疼いた蜜壺からとろりと官能の雫が零れ出す。

「朝よりも感じやすくなってるね。もっと素直になるといい」

　寝衣の前がはだけられて、レグルスの手が直に肌に触れる。温かくてしっとりとした指先が、硬くなった頂を摘まみ上げた。

「う……んふ……あぁ……」

　じりじりと甘美な痺れが胸先から広がって、ジャンヌの頭の中までくらくらと陶酔させる。

「今どんな顔してるの？」

　唐突に腕を掴まれて、レグルスと向かい合わせにされてしまい、ジャンヌは赤くなった頬を隠すように俯いた。

「恥ずかしい？」

「……は、恥ずかしい、です。もう、やめてください」

　消え入りそうな声で答えると、レグルスは彼女の長い髪を指に絡ませながら、その髪にキスした。

「そんなにかわいい声を出されたら、やめるわけにはいかない」

　両手で頬を包まれたかと思うと、上向きにされてレグルスに唇を塞がれた。

「んぅ……っ」

　少しひやりとした彼の唇が吸いついて、ジャンヌの柔らかな唇とぴったり重なる。角度を変えるたびに、ちゅっと小さく甘い音を立てながら、じわじわと体温が上がってくるのを感じていた。

　じれったそうに舌先で唇やその内側を舐められ、観念したように力を抜けば、ジャンヌの舌の上を滑るように温かく肉厚な彼の舌が絡んでくる。

「は……ふぁ……」

　薄い粘膜の上をレグルスの舌が這い回り、奥深くまでジャンヌを責め立てるが、両頬を掌で包まれているので、苦しくても逃れられない。

（ああ、でも……）

　逃げたいはずなのに、体の奥は熱くうねって、もっと深くまで感じたいとジャンヌの心に訴えかけている。ねだるように蜜口から零れた雫が下着を濡らしていくのを感じて、さらに恥ずかしくなった。

　レグルスはジャンヌの小さな舌に絡みつき、ぐちゅぐちゅと唾液をかき混ぜる。舌先をぬるぬるとこすり合わせているうちに、頭の芯がぽうっと熱くなってきて、何も考えられなくなっていった。

　溢れる唾液をすすられ、口端を濡らしていく。押し返そうとしていた手は、今はレグルスの寝衣にただしがみついているだけになっていた。

（おかしくなりそう……）

　まだ、正式に婚約したわけではない人と、肌を触れ合わせるなど、今までのジャンヌには考えられないことだった。今でも心のどこかではだめだと思っているのに、レグルスに優しく扱われると、その意思もふにゃふにゃと萎えてしまう。

「ん……んぅ！」

　急に、ジャンヌの体がびくんと震え、悶え始めた。

　蕩けるようなキスに意識を奪われている間にドロワーズをずらされ、淡い茂みをかき分けて指が秘花に触れたのだ。

「もうイっちゃったのってくらい、びしょびしょだね」

「や、やめて……っ」

　ぬるぬると秘所をなめらかに指先でなぞられ、ジャンヌは慌ててその左腕を掴んだが、びくともしない。

「本当にやめてもいいの？　もっと気持ちよくなりたいだろ？」

　つぷりと長い指が柔らかな蜜口に沈む。

「っあ……やぁ……っ」

　足がかくかくと震え、窓のそばの壁に背中を押しつけた。

「力を抜いて、ジャンヌ。きつすぎて、奥まで入らない」

　そんなことを言われても、恥ずかしさと、やはりいけないことだという緊張で体がこわばり、これ以上レグルスを受け入れることはできない。

「じゃあ、こういうのはどうかな？」

　頬を包んでいたレグルスの手が離れた。それだけではなく、彼自身が体を屈め、床に膝をつく。まるで、騎士が儀礼の挨拶をするみたいにジャンヌを見上げて微笑んだ。そしてふいに、彼女の淡い茂みに口づけてきた。

「や……だめ……っ」

　レグルスの髪の毛がさらさらと下腹部に擦れてくすぐったい。彼はさらに顔を埋めて、ジャンヌの秘所を舐め上げた。

「あぁ……っ」

　ぞくっと背筋に震えが走り、腰をくねらせる。

「たまらなく甘い。もっと感じて。もっと味わわせて」

　レグルスが両手で太腿を押し開き、濡れそぼった秘花の蜜を舐め取っていく。温かく艶めかしい動きにただ耐えるしかなかった。

「あ……ふぁ……っ」

「すごいな。どんどん溢れてくるよ」

「やめて、言わないで……」

「見たままを言ってるだけだよ」

　そう言われたジャンヌは恥辱に悶え、言葉を失う。秘所に触れる空気が一瞬冷たく感じられたが、すぐにふっと温かな吐息が吹きかけられて、彼の口づけが秘花を熱くさせた。

　ぴちゃぴちゃと水音を立てて、レグルスの舌先が秘花の上で躍る。

「あぁんっ」

　ぞくぞくと言い知れない甘い痺れが腰の辺りから背中を駆け上がってきて、白い喉をさらして切なく喘いだ。

「いい顔だね」

「見ないで……っ」

　ジャンヌを見上げるレグルスと目が合ってしまい、きつく目を閉じた。すると、ますます彼に触れられている場所の感覚が敏感になり、舐められているところを想像して、また熱い蜜がとろとろと溢れる。

「見られると興奮するタイプ？　蜜の香りが強くなったよ」

　もう何も言わないでほしい。目を閉じて、なおかつレグルスから顔を逸らし、口の端をぎゅっと結んだ。

「かわいいジャンヌ。もっと君の声を聞かせてよ」

　蜜口に吸いついたレグルスの舌先がぬるりと中に入ってきて、蜜壁を軽く押し広げた。指とは違う柔らかくうねる動きに、ジャンヌの足がぶるぶると震えだす。指を入れられそうになった時はこわかったのに、舌先が隘路の入り口を弄る動きはとてもじれったくて、もっと奥の方に欲しいと思わされる。

　とろとろと溢れる愛蜜をレグルスはわざと音を立てて吸い上げた。そのたびに体がびくびくと跳ねる。

「んっ……く……っぅ」

「我慢しなくていいのに。こっちはだいぶ素直になってきたみたいだよ、ほら」

　くちゅりと音がして、下腹部の奥に何かが押し込まれる感覚があった。深く考えずとも、それが今朝と同じくレグルスの指だとわかる。先ほどとは違って、指先がぬるっと深いところまで挿しこまれた。

「あっ……ふぁ、いや……」

　ゆるゆると首を横に振るが、レグルスの指が蜜壁を擦ると、たまらない愉悦に力が抜けてしまいそうになる。

「まだ、きついけど、こうされると気持ちいいだろ？」

　ゆっくり押し込まれたり、抽送を速めたり、レグルスが次にどんなことをしてくるのか読めなくて、動きが変わるたびに息を荒げて切ない吐息を漏らした。

「もっと良くしてあげる」

　レグルスの髪の毛が下腹にふっとかかって、ぬるりとしたものが秘花の辺りを弄った。温かく濡れたそれはレグルスの舌先で、器用に彼女の敏感な所を探り出す。

「ひぁ……っ」

　弱い所にちゅうっと吸いつかれて、びりびりとした甘い痺れに目の前に星が飛びそうになる。

「急にそんな声出して、どうしたの？　ここがいいの？」

　つんつんと舌先でつつかれると、じんとした痺れに腰がくねる。

「熟れた果実みたいに色づいて、宝石みたいに輝いてる」

「あぁっ……そこ、だめ……っ」

　弱い部分が舌で転がされるたびに、体の奥が熱く疼く。その熱を逃がすように、無意識に腰が動き出してしまった。

「ジャンヌの言うだめは、いいってことだよね」

「ち、ちが……」

「だって、すごいよ。蜜が、どんどん溢れてくるんだから」

　隘路に挟まれたままのレグルスの指が先ほどよりも激しい水音を立てて、ジャンヌを責め立てる。

「あっ、やだって言って……る、のにぃ……ふぁぁ……！」

　ぐちゅぐちゅと中を混ぜられ、弱い部分は深く口づけられて、熱い舌に絡め取られた。

「あぁっ、あぁぁん！　また、おかしくなっちゃうぅ……っ」

　くしゃっと眉を寄せたジャンヌは、レグルスの肩に手を置いて彼を引き離そうとしたが、一層、指戯が激しくなるだけで、何の抵抗にもならなかった。

「だめっ……だめぇ……！　あああぁぁ……ん」

　ぞくぞくと甘美な愉悦が腰の辺りから巻き起こり、一気に頭の先に抜けていった。

　一瞬だけ、目の前に閃光が走り、全身が硬直した。真っ白な頭の中を支配する恍惚感がたまらなく気持ちよくて、がくがくと足を震わせて腰から力が抜けていった。

「ああ、もったいないね、ジャンヌ。こんなに蜜が零れて」

　レグルスが指を引き抜くと、蜜口からどっと熱いものが噴き出した。先ほどまでのねっとりとした蜜とは違って、さらさらした愛蜜は太腿をしとどに濡らす。

「は……あぁ……」

　粗相してしまったという羞恥心よりも、体の芯をゆするようなこの上ない多幸感に全身を包まれて、ジャンヌは上の空だった。荒い息を繰り返しながら、奥の方でまだ燻る熱を感じている。

（何かが、足りないの……？　こんなにはしたない所を見られたのに、もっと続けてほしいって感じるの……）

　いったい自分はどうしてしまったのだろう。ジャンヌはとても不安になった。これでは、噂が本当だとレグルスに教えているようではないか。

「私……違うの」

　独り言のように言葉を漏らすと、レグルスが立ち上がってジャンヌを抱きしめた。

「素直でかわいい、ジャンヌ。君はやっぱり特別だ」

　髪の毛を撫でられ、目を閉じる。

　レグルスが本当に誠実な人間なのかわからない。遊ばれているだけなのかもしれないのに、昼間見せた笑顔や優しさを信じたい自分がいる。彼に抱きしめられると胸が苦しくなった。

　どうしていいかわからないまま、ジャンヌは迷いからなのか、そのまま意識を失った。

「ジャンヌ？」

　急に体を預けてきたジャンヌに少し驚いたレグルスは、彼女が意識を失くしていることに気づき、静かに体を支えて抱きかかえるとベッドまで慎重に運んだ。

「ごめんね。いきなり一日に二回もイかされて、びっくりしちゃったかな」

　穏やかに目を細めながら、乱れた寝衣の前を整えたレグルスの手が彼女の太腿の辺りで止まる。

「そういえば、肝心な印をつけてなかったね」

　そう呟いたレグルスは彼女の柔い太腿の内側に口づけ、赤い痣をつけた。ジャンヌがわずかに身じろぎしたが、目を覚ますことはなかった。

「……根も葉もない噂、か」

　今度こそ寝衣の裾を直し、暖かい毛布をかけると、心なしかジャンヌの顔が和らいだ気がした。無防備で、純真な寝顔に、レグルスの劣情がかき立てられる。ただでさえ、ジャンヌの初心な反応は扇情的なのに、これ以上見せつけられると、身が持たない。

「少し、頭を冷やしてくるか……」

　レグルスは苦笑いを浮かべると、そのまま自室の方へ戻っていった。

　彼の情欲がぎりぎりのところで抑えられたことにまったく気づかないジャンヌは、深い眠りについていた。










六











　翌日、目が覚めたジャンヌは、隣にレグルスがいないことに気づいた。朝の支度の手伝いをしに来た侍女に、もう時刻が昼近いときいて驚く。

「どうして起こしてくれなかったのですか？」

「レグルス殿下から、ゆっくり休んでいただくようにと仰せつかっておりましたので」

「そ、そう。それでレグルス殿下は？」

「本日は、サロンのご予定が入っておりますので、夕方までは戻られないと思います」

「サロン？　あの、貴族の方を招いてるっていう……」

「ええ。晩餐会に出すお料理と同じものを少しずつ召し上がっていただいたり、シェフの新しいデザートをご試食してもらったり、それに加えていろいろと情報交換の場にもなっているようです」

「そう……」

　では、昨日のように散歩をしたり、一緒に本を読んだりする時間はないのだ。ジャンヌの眉根が下がった。

（え、私、がっかりしてる？　冗談じゃないわ）

　油断したらすぐに手を出してくるような男性とは、少しでも離れられてよかったと思わないと。

　着替えをして、朝食を一人で済ませたジャンヌは、昨日読みかけだった本の続きを読んだり、窓辺から降り注ぐ陽光に目を細めたりして、城に来て初めての一人の時間を過ごしていた。今まで自宅ではそれが当たり前だったのに、何だか今日は落ち着かない。時間が経つのがゆっくりに感じられる。

　ここへ来てからずっとレグルスと一緒のことが多かったからかもしれない。

　城の中を勝手に散策するわけにもいかないし、侍女が用意してくれた紅茶はすっかり冷めてしまったが、新しいものを頼むのも気が引ける。皿に載ったクッキーを見つめながら、ため息をついた。

　今サロンでも同じものが出されていると侍女が話してくれた。どうやら、果実の風味を生かした新作らしい。一つは赤いジャムのようなものがのっているし、別なものはオレンジピールを練り込んでいるのか爽やかな香りがした。

（招待した貴族令嬢と話すのに夢中で、レグルス殿下は私と婚約しようとしていることを今頃後悔しているかも）

　クッキーを摘まんで、一口かじった。軽い食感で、口の中に入れるとほろりと優しく崩れる。バターが贅沢なほど使われているのだろう。甘い香りが鼻に抜けていく。そして、その素材の質もかなり上等なものを仕入れているに違いない。甘いのに、味がしつこくなく、何枚でも食べられそうな気がした。

　さらに、別のクッキーに手を伸ばした時、部屋の扉がノックされ、慌てて立ち上がった。

「はい！」

「僕だよ。そんなにかしこまらないで」

　屈託のない笑顔はまるで少年のような若々しさだ。光沢のある深紅の上着には金のボタンがとても輝かしく、肩の辺りについた羽根飾りは彼が歩くたびにふわふわ揺れて、まるで天使のようだ。

「もうサロンは終わったんですか？」

　ソファに座り直すと、その隣にレグルスも腰を落とした。

「まだだよ。ジャンヌに会いたくて席を外してきたんだ。あ、ねえ、クッキーの味はどう？」

　快活に次から次へと言葉を紡ぐレグルスに、半分呆れてしまう。

「途中で抜け出してきたんですか？」

「そう。嬉しい？」

　ぎゅっと手を握られ、ジャンヌはキッと彼を睨んだ。

「……そ、そんないい加減なことしちゃだめじゃないですか！　ご招待した方に失礼です！」

「え？」

「私は一人でも快適に過ごせますから。どうか、ちゃんとお仕事なさってください」

　無理やり手を開いて、彼の方に押し返すと、レグルスはしばし言葉をなくして、ジャンヌを見つめていた。ぱちぱちと瞬きをした後、レグルスが立ち上がる。

「わかった。公務が終わったら、すぐに戻ることにする。いい子で待ってて」

　身を屈めてジャンヌの髪に軽くキスすると、レグルスはさっそうと部屋を出ていってしまった。

　残ったのは、しんとした静寂。

　まるで春風だ。突然吹いてきて、乱されたかと思うと、急に静かになってしまう。

「クッキーの感想、言ってないのに」

　慌ただしい人だ、とジャンヌはくすっと笑った。キスされたところを手で撫でながら、心が温かくなるのを感じる。

「勘違い、しちゃうのもわかる気がする……」

　本気なのかどうか、いまひとつわからない。それなのに、許してしまいそうになる。今まで感じたことのない、ちくりとした胸の痛みの正体がわからないまま、時間がいたずらに過ぎていった。







　だいぶ昼の気温も高くなり、ジャンヌに用意されたドレスの素材も薄く、風通しのよいものに変わっていた。

　軽いのにしっかりしていて、なおかつ体によくフィットして動きやすい。ウエストを細く絞るのをやめてもらったせいか、単に慣れなのか、城での生活にも馴染んできた。

　水差しに入った水を自分でグラスに注ぐ。もちろん、これくらい自分でも用意できるが、今日は特に朝から侍女が忙しそうに動き回っていて、喉が渇いたくらいで侍女を呼びつけたりはできない。

「晩餐会、かぁ」

　もうその響きは口にするだけでもいい思いがない。

　今日は城に貴族たちを招き、夏の訪れを祝うという名目で晩餐会が開かれるらしい。レグルスには、ジャンヌもぜひ出席してほしいと言われたのだが、頑なに断った。

　まだはっきりと婚約すると決めたわけではないし、何より、人の目がこわかった。どんな風に見られるのか。そして、もし、誰もジャンヌを見て見ぬふりをしたら。

　何も言えなくなる自分を想像すると、とてもみじめで悲しくなる。

「ジャンヌは引っ込み思案なんだったね。わかった。今日は出なくてもいいよ」

　よしよしと、頭を撫でられると何だか泣きそうになってしまう。

「せめて、人見知りがよくなれば……」

「うん。僕が何とかしてあげるよ。じゃあ、今夜はお休みを言えそうにないから……」

　うなずいて、先に寝ていると返事をしようとしたのに、その唇を塞がれてしまった。

　夜に挨拶が交わせない代わりのキスだと思ったのに、なかなか離してもらえない。

「んん……っ」

　身じろぎすると、腰を抱きしめられ、体を引き寄せられた。

「ふぁ……誰か、来たら……」

　呼吸をするくらい当たり前のように角度を変えて、繰り返される口づけに応えながら、ジャンヌは訴えかけた。

「大丈夫。見られても困るようなことじゃない」

「こまっ……困ります……ぅ、ふぁ……っ」

　熱く濡れた舌先がぬるりと奥まで入ってきて、ぞくぞくと身震いした。こうなると、何かが切り替わったみたいに彼女の別な一面が顔を覗かせ、本能のままに彼を受け入れてしまう。

「い、や……。あぁん……」

　まだ空からは力強い日差しが降り注いでいるというのに、こんな明るい場所で抱き合い、キスしているところを見られたら恥ずかしい。そう思うと、余計に蜜壺が疼いて、とろとろと愛蜜が溢れてきた。

「かわいい、僕の理想の人。いやだなんて、言わないで」

　ふっと目を開けると、そこにはアイスブルーの真剣なまなざしが一心にジャンヌに注がれている。

「レグルス殿下……」

　ぐらぐらと心が揺れた。

　毎晩、体のどこかに婚約者の印をつけられ、真っ直ぐに微笑まれると、彼のことを信じてもいいかという気になってしまう。自分の噂が嘘だったように、彼の女好きという噂も嘘なのだと。しかし、それを証明する術がない。もしかしたら、他の女性にも同じことを言っているのではないかと勘ぐってしまうのだ。

「そこに座って、ジャンヌ」

　窓辺にある大きな黒檀のひじ掛けのあるソファを振り返り、よろめくように腰を落とすと、レグルスが突然屈んでジャンヌの足を掴んだ。

「きゃっ」

　脚をソファの上に乗せられ、ドレスの裾をたくし上げられて顔を真っ赤に染める。

「明るいからよく見えるね、ジャンヌ。下着が濡れてる」

「いやっ。見ないでください！」

　膝をきつく合わせたけれど、レグルスの瞳はジャンヌの秘所を注視している。かあっと耳まで火照り出し、蜜壺がますます疼いた。

「綺麗な桃色が透けて見えるよ」

　指の腹で下着の中心をなぞられ、ジャンヌの腰がびくんと跳ねた。

「キスしかしてないのに、もうこんなになって。いけない子だね」

　ぬるぬると上下に指が溝をなぞる。

「うぅ……っ、だめ……」

　両脚を細かく震わせたが、レグルスはさらに下着の中に指を入れ、直に秘花を弄ってくる。

「あっ……ふぁ……っ」

　びくびくとジャンヌの腰が跳ね、蜜口からとろりと溢れ出た甘い雫が臀部を濡らす。

「こんなに、びしょびしょなんだ。ほら、見てごらん？」

　浅い呼吸を繰り返しながら、レグルスを見下ろすと、彼は秘所から手を離し、ジャンヌの目の前で指を開いてみせた。日の光に照らされて白く光る糸が幾筋も彼の指に絡みついている。

「いやっ」

　胸がどきんどきんと強く波打つ。ねっとりと糸を引く指先を舐めながら、レグルスはにやりと笑う。

「この世で一番甘い蜜。味わうのは僕の特権」

　そう言って、レグルスは両脚の間に顔を埋め、ずらした下着からあらわになった秘所に舌を這わせた。

「あっあっ……やめ……っ、ひゃあんっ」

　溢れる愛蜜を大きな音を立てて吸い、隘路を優しく舌先でつつかれる。真っ白な喉元を天にさらし、眩暈がするほど甘美な舌戯に溺れた。

「ジャンヌ。とても綺麗だよ」

　太腿を滑るように撫でられ、彼女の体から力が抜けていく。

「こっちはどうかな？」

　レグルスは蜜口に中指を押し込んで、ジャンヌの隣に腰かけると、空いている方の手で、ドレスの胸元をぐいっと下げた。

「あ……っ」

　柔らかで伸びのよい素材のおかげで、ドレスは彼の思うように引き下げられ、マシュマロのような柔肌がふるんと顔を見せた。

「こっちも、かわいがってほしいみたいだね」

　真っ白な柔肌の中心に桃色の頂が、つんと勃っていた。

　ぱくりと頂を口に含まれるや否や、ちゅうっと吸い上げられる。

「あっ、ふぁっ……」

　唾液を絡ませながら、ぬるぬると熱く舐められ、背中に回した腕が反対側の柔肌を大きく揉み込む。その間も溢れる愛蜜を絡ませながら、隘路を長い指が擦り上げる。

「やぁっ……だめっ……あぁん！」

　もぞもぞと腰を動かすと、指が隘路の深い所に当たって、さらに甘美な愉悦がジャンヌの体に蕩けだした。

「自分で動かすなんて、いやらしいなあ、ジャンヌ」

　舌先で頂を転がしながら、レグルスがくすくすと笑う。

「ちが……あ、く……」

「素直になればいいのに」

　くりっと頂を捻られ、痛みよりも官能の痺れの方が強い。

「こっち向いて、ジャンヌ」

　恥ずかしさで霞のかかる思考で、隣にいるレグルスの方に顔を動かすと、緩く開いた唇を奪われ、肉厚な舌で埋められた。

「んっ……ぁふ……っ」

　力強い口づけと、かき混ぜられる愛蜜、しなやかに柔肌を震わせる指先が同時にジャンヌを支配して夢の中にいるような多幸感に包まれた。

　激しく蜜壁を擦られて、弱い部分を集中的に責められ、燃え上がるような悦びを感じて一気に絶頂に達した。

「あああぁぁ……っ！」

　勢いよく愛蜜を溢れさせ、レグルスの腕の中でぐったりともたれかかった。

「すごい。きゅうきゅう締めつけられる」

　耳元で囁きながら、レグルスが隘路に挟まったままの指を折り曲げ、ジャンヌの弱い部分を擦り上げる。

「やぁんっ……」

　熱の治まっていない蜜壺がびくびくと収縮し、目じりに涙をためて、甘い声で啼いた。粘性のない愛蜜がさらに奥から零れてきて、ソファを濡らしていく。

「い、いじわる……」

「ふふ、ごめんね。でもすごくエッチな顔してたよ」

　ちゅっと目じりの涙を吸うと、レグルスは秘所から抜いた指についた愛蜜をすするように舐めると、胸ポケットから出したハンカチでジャンヌの秘所を丁寧に拭ってくれた。

　拭いてもらっているだけなのに、蜜口から再びねっとりとした雫が溢れてきて、レグルスに軽く笑われてしまった。

「あれくらいじゃ物足りないんだね」

「違います！」

　全力で否定したものの、まだ体の奥で熱が渦巻いているのは事実だった。毎回、これ以上ないほどの陶酔感を得られているのに、さらにその上があるのだろうか。

　レグルスにドレスの乱れを直してもらい、晩餐会に出席する客人の挨拶があると言って出ていった彼を見送りながら、深いため息をついた。

　とても気怠い。しかしそれはいやな感じではなかった。むしろ満たされたような幸福感さえある。

　二、三日、一緒にいれば彼のことがわかると思ったのに、もうひと月近くこの城に留まっている。

　レグルスを信じてもいい、何か決定的な証を見つけなければ。
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「ジャンヌ。僕と一緒に晩餐会へ出ない？」

　数日後、レグルスの口から出たセリフを否定しようと顔を曇らせると、唇に人差し指を当てられた。

「君の言いたいことはわかっている。でも、晩餐会っていうのは、この国に隣接するウェザン国の建国祭なんだ。本当は兄上たちが出席する予定だったんだけど、義姉上の体調がまだよくないらしくて、代わりに僕が行くことになった」

　記憶が確かならば、調子が悪いと聞いたのは一か月も前のことだ。そこまで悪いと思っていなかったので、ジャンヌは驚いた。

「隣の国……」

「そう。さすがに国外にまでジャンヌの噂が流れているとは思えない。人見知りを治したいなら、積極的に人前に出た方がいいと思う。もちろん、僕が常にそばにいるから安心して」

「でも、私は……」

「僕も一人で行くのはちょっと気まずくてね。僕を助けるため、人見知りを克服したいジャンヌ自身のためだと思って、一緒に来てくれない？」

　すぐには答えが出てこなかったが、人見知りを治したいのは本当だ。

「わかりました。ご一緒いたします」

「ありがとう」







　それから大急ぎでドレスを仕立ててもらい、出発予定の日まで隣国に関する勉強をすることになった。もともと本を読むことや人の話を聞くことは好きだったので、苦痛に感じることも退屈に思うこともなく、情報を吸収していく。

「家庭教師が褒めてたよ。君は素直で呑み込みが早くて優秀だって」

　枕元のランプが絞られて、隣で横になっているレグルスの顔はようやく見える程度だ。

「そんなことは……」

　ジャンヌは照れ笑いを浮かべて、枕の上で首を小さく横に振る。ふかふかの柔らかな枕には、レグルスの香りと自分の甘い香りが混ざっていて、吸い込むと気分が落ち着いた。それくらい、今の環境に体が馴染んでいる証拠だ。

「本当だよ。僕の都合に合わせてしまってごめんね」

　少し体を起こして、肘をついて頬杖をついたレグルスは柔らかな瞳を細める。

「人見知りを治すためです。頑張らないと……」

「ジャンヌはえらいなあ」

　シーツから手を抜いて、レグルスがジャンヌの頭を優しく撫でた。

「私、子供じゃありません」

　ぷうと頬を膨らませると、レグルスはくすっと笑う。

「そうだったね。かわいいから、つい。じゃあ、こっちの方がご所望かな」

　身を寄せてきたレグルスが温かい唇を重ねてきた。柔らかく吸いついた口づけにジャンヌもまた熱い吐息で返す。

　こんなことをしてほしくて言ったわけではないのに、抱きしめられ、敏感な場所に手を這わされると、条件反射のようにジャンヌの体の奥が熱くなり、呼吸が浅くなってくる。

　夜が更けるまでレグルスの蜜戯は続き、果てない陶酔感に包まれてジャンヌは深い眠りについたのだった。







　馬車での長旅を経て、ようやくウェザン国の王都に辿り着いた。

　建国祭ということで、街全体がにぎやかな盛り上がりを見せている。それを楽しそうに眺めていたジャンヌと、そんな彼女を愛おしそうに見つめるレグルスを乗せ、馬車がウェザン王宮に到着した。

「おかしくありませんか？」

　帯同した侍女に着替えと化粧直しをしてもらったジャンヌは、レグルスの前におずおずと進み出て、はにかんだ。

　涼しげな淡い空色の生地に、小粒のダイヤやサファイアをちりばめたドレスは、チュールレースを何枚も重ねて裾がボリュームを出していた。袖は透ける素材でできていて、歩くたびにひらひらと人魚のひれのようになめらかに揺れる。

　ピンクブロンドは編み込んで一つに結い上げられ、夏の日差しのように明るいゴールドの髪留めで留めてある。

「綺麗だよ。とても、よく似合ってる。これを着けたらもっと素敵になるかも」

　同じく正装に着替えたレグルスの手には細長いアクセサリーケースがあって、それを開けると、中には雫の形に研磨された深紅のルビーをはめこんだゴールドのネックレスがあった。

「これは……」

「僕から、ジャンヌにプレゼント。人見知りが克服できるおまじないがかけられてる」

「また、おまじない？」

　くすっと笑ったジャンヌは、レグルスの優しさに胸をときめかせながら微笑んだ。

「ありがとうございます」

「着けてあげるよ」

　後ろに回ったレグルスの手が胸元にルビーを垂らして、うなじで金具を留めてくれた。

　姿見でそれを見ると、瞳をキラキラと輝かせる。

「綺麗……」

「うん。よく似合ってるよ」

　レグルスの黒の上着には袖が深紅の生地で装飾されている。二人で並ぶと、ジャンヌの着けたネックレスとレグルスの衣装の装飾が揃いの色彩でとても映えていた。

「本当にありがとうございます！」

「よかった、喜んでもらえて。じゃあ、行こうか」

　差し出された腕にそっと手を添えると、彼はジャンヌの歩幅に合わせて歩き出した。

（いつもより、かっこよく見えるのは気のせいかしら……）

　ただ一緒に歩いているだけなのに、どうしてこんなにドキドキするのだろう。

　凛々しい正装と、少し後ろに流した艶やかな飴色の髪がいつもより男らしくて、洗練されたエレガントな柑橘系のパルファムがジャンヌの心をとらえる。

（隣を歩くのが私で大丈夫かしら）

　見劣りしないだろうか。あの噂を知っている人間がいないだろうか。

　大広間に入ると、煌びやかな照明に目がちかちかした。まるで昼間のような明るさに驚く。ウェザン国は資源豊かな国で外交も広く、栄華を極めている。ヘリオン国とは古くから交友があり、何かとお互いの国力を頼りにしていると家庭教師から学んだ。

　招待客も数多く、肌の色や服装も各国特有の文化色があり、緊張してきたジャンヌは目を伏せた。すると、胸元で揺れるルビーのネックレスが目に入り、レグルスの言葉を思い出す。（人見知りを克服する……）

　そうだ。顔を上げて、堂々と自分を見せる。何を言われても、毅然とした態度で応じる。嫌なことには耳を貸さなくていい。

　馬車の中で、何度も呪文のようにレグルスと復唱した言葉を口の中で唱える。

「やあ、レグルス殿下ではないですか」

　ふいに、声をかけられたレグルスが立ち止まる。それだけで、ドキッとしてしまい、喉の奥が詰まった感じがした。

「フィデール総督閣下。お久しぶりです」

　体格のいい銀髪をした壮年の男性が、白い歯を見せてにこやかに握手を求めてきたのに対し、レグルスも完璧な笑みを浮かべて手を握り返す。

　フィデールの隣に立つ上品な女性が懐かしそうに目を細めた。

「まあ。最後に会ったのはタリウス王太子殿下のご成婚の時でしたわね。また一段とご立派になられて」

「閣下のご夫人だよ」

　そっとレグルスが耳打ちしてくれたと思ったら、フィデール夫人がジャンヌの存在に気づいてふっくらと微笑む。

「そちらは？」

「ジャンヌ・アンクテイルです」

　名乗るのは勇気がいったが、声色を震わせながらもドレスの裾を摘まんで恭しく頭を下げた。

「ジャンヌは僕の婚約者です」

「あら、まあ！　そうなの？　ご成婚はいつ？　タリウス殿下の代わりにいらしたのは、陛下にご挨拶も兼ねてかしら？」

「こらこら、質問攻めはよしなさい。お二人が困ってしまうぞ」

「いえ、かまいませんよ、閣下。決まり次第、招待状をお送りいたします」

　ジャンヌはレグルスの話を穏やかな笑みを浮かべて聞いていたが、内心は冷や汗をだらだらとかいていた。

（何を言ってるのかしら、この人は）

　気づいてほしくて、ぎゅうっと袖を掴むと、フィデールが目元にくしゃりと皺を寄せる。

「二人の仲を邪魔してはいかんな。では、招待状を楽しみにしていますぞ」

　ぴったりと寄り添うジャンヌは慌ててレグルスから手を離したが、すでにフィデール夫妻は別の客に声をかけに行ってしまい、弁解できなかった。

「レグルス殿下！　どうして嘘をつくんですか？」

「じゃあ、一から全部説明する？」

　そう言われて、言葉に詰まった。たしかにすべてを話していたら時間がどれだけあっても足りないし、建国祭という祝いの場で、話すようなことでもない。

「レグルス殿下！」

　先ほどの夫妻とは違って、快活な声が近づいてきて、二人はそちらに振り向く。

「こんなにたくさんの人の中でお会いできるなんて、まさしく運命というものですわね！」

　弾けるような笑みでレグルスの前に現れたのは、マリーゴールドのような明るい黄色のドレスに身を包んだ若い女性だった。ジャンヌと同じくらいか少し年上の印象だ。

「バレンティーナ王女。お元気そうで何よりです」

　ウェザン国の二女、とレグルスがこっそり耳に入れてくれる。

「レグルス殿下がいらっしゃると聞いて、ずっと探しておりましたのよ」

　夢見る乙女のようなうっとりした瞳でレグルスにずいっと身を乗り出したバレンティーナが、初めてジャンヌの存在に気づいたように冷めた目で見てきた。一瞬、噂のことを言われるのではないかと身構えたが、すぐにレグルスに目を向けた。

「こちらのお方はどなたですの？」

「ジャンヌ・アンクテイル嬢。僕の婚約者ですよ」

「そう、婚約……え!?」

　うなずきかけたバレンティーナは、言葉の意味に気づいてジャンヌを睨みつけてきた。

「そ、そんな話は聞いておりませんわ！」

「紹介するのは今日が初めてですからね」

　にこにこと笑うレグルスを絶望のまなざしで凝視していたバレンティーナが、唇を震わせながらこちらに燃えるような瞳を向けてきた。

「ジャンヌ・アンクテイル、です……」

　黙ったままなのは失礼に当たると思って、名乗りながら膝を折って会釈する。

　ジャンヌの中で、いつかの晩餐会がフラッシュバックした。誰もが彼女を敵視して、冷たく突き放したあの日を。鼓動が速くなって目の前が暗くなりそうな気がする。

「ジャンヌは本が好きだから、あなたと話が合うと思いますよ」

　闇にのまれそうな瞬間、彼女を引き上げてくれたのはレグルスの低音で穏やかな声だった。

「そうなの？　どういう本を読まれるの？」

　彼女の威嚇するような激しい色が瞳から消えたが、まだいぶかしげな表情のままだ。

「私は……恋物語とか、詩集が好きです。最近は花について調べた本も読んで……。そのブローチの形もお花ですよね。エーデルワイス、ですか？」

　バレンティーナの胸元に上品に着けられた白い花のデザインを見て答えると、突然両手で手を掴まれた。思わずびくっと肩を震わせ、何か失礼なことを言ってしまっただろうかと顔色をなくす。

「エーデルワイスと言えば？」

「じ……『純白の星の愛』？」

　清楚で可憐な白い花が出てくる本の題名しかジャンヌには思いつかなかった。とてもロマンチックで、ハッピーエンドのお気に入りの恋物語だ。

　すると、バレンティーナが化粧映えする大きな瞳をさらに広げた。

「ぜひ、お友達になりましょう！　ねえ、レグルス殿下。ジャンヌともっと話をしてもいいかしら？」

　ジャンヌの手を握ったまま、バレンティーナはやや興奮気味に早口で尋ねる。

「ジャンヌがよければ、どうぞ」

「レグルス殿下が、どこにも行かないなら……」

　小さな声で答えると、バレンティーナが大きなため息をついた。

「何それ。もう！　二人とも譲り合っちゃって。妬けるの通り越して、私の大好きなシチュエーションなんですけどっ」

　バレンティーナが肩を震わせ、頬を紅潮させて唇を噛みしめる。

「お手紙を書くわ、ジャンヌ！　いろいろお話ししたいの。このブローチのこと、気づいてくれたの、あなたが初めてなのよ。まさかお隣の国にわかってくれる人がいたなんて、これこそ奇跡だわ。名残惜しいけれど、それじゃあ、またね！」

　そう言ってバレンティーナが人ごみに消えていくのを見て、ぽかんと口を開いたままだった。

「すごいね、ジャンヌ。バレンティーナ王女はなかなか他人に気を許さないって言われてるんだよ」

「でも、レグルス殿下が、本のことを言ってくれたおかげです……」

　何も言えずに、王女の顰蹙を買うだけだっただろう。

「そんなことないよ。ジャンヌは自分で切り抜けたんだ。すごいよ」

　レグルスに褒められると、何だか心が温かくなって、くすぐったい。

　その後も、声をかけられるたび、婚約者として紹介され、レグルスの助け舟もあってだんだん会話に慣れていった。

　心配していたジャンヌの噂は誰一人の口からも出なかった。レグルスに関する噂も何一つ悪いものは聞かなかった。

　ウェザン国でのレグルスの評判は立派なものだった。隣に立って聞いているジャンヌはなぜか自分の事のように嬉しくなってしまう。

　噂話なんて何が本当かわからないものだ。どんな噂であっても、結局は自分の判断なのだ。信じるか信じないかは話を聞いてくれた人に委ねるしかないし、信じてもらえなくても自分が違うと主張するだけで、だいぶ印象が違うのかもしれないし、誤解が解ける可能性もなくはない。

（もっとレグルス殿下と一緒にいたい。正式な婚約者になれたら……）

　ルビーのネックレスを握りしめながら、ジャンヌはレグルスの端正な顔立ちを見つめて胸を高鳴らせた。










八











　ウェザン国から帰国して数日後、ジャンヌは鏡台の前に腰かけて侍女に髪を結ってもらっていた。

「ネックレスがよく見えるように少し多めに編み込んでおきました」

　侍女はにっこりと笑って、耳上からすくった髪を編んで後ろでリボンで結ぶ。うなじの辺りから胸元に垂らされた髪の量は少なく、雫型のルビーのネックレスが隠れることはない。

「ありがとう」

　レグルスにプレゼントしてもらって以来、これを眠る時以外はいつも身に着けていた。人見知りを克服するおまじないがかけられているかどうかはともかく、これを着けているとレグルスがいない時でも見守ってもらえているような気がして安心するのだ。

「そういえば、もうすぐレグルス殿下のお誕生日ですね」

「そうなの？」

「はい。舞踏会や饗宴が開かれる予定です。国内外から多くの方がお祝いにいらっしゃいます」

「国内外から……」

「ええ。ですから、きっとそこでジャンヌ様のことも公に婚約者だと発表なさるおつもりでしょうね」

「婚約者!?」

「婚約者……ですわよね？」

　まだ正式に返事はしていない。しかしそれは二人だけの秘密だ。うっかりしていたが、他者にはすでに婚約者として通っているから、ジャンヌは手厚くもてなされているのだ。

「その饗宴が開かれるのって、いつ？」

「二週間後の土曜です」

　ジャンヌはそれを記憶に留めた。

（正式に婚約者になる……）

　レグルスは何も聞いてこないけれど、もしかしたらジャンヌが何も言わずにこの城に留まっているのはすでに婚約者として同意していると勝手に解釈しているのかもしれない。

（婚約者になりたい。でも）

　女遊びが派手な王子、という噂はもうジャンヌの中では消えていた。

　とても優しく、誠実で思いやりがあって気が利く。公務にも真面目に取り組み、見かけだけの男ではないということはもう十分身にしみてわかった。

　だからこそ、迷っていた。

　嘘の噂とはいえ、男を弄ぶ不埒な女というイメージのついているジャンヌを婚約者として発表したら、レグルスや王家の名前にまで傷がつくのではないかと。

　悶々としていると、部屋の扉がノックされた。

「ジャンヌ様、お茶の時間です」

　別の侍女が銀のワゴンを押して入ってきた。

　テーブルの上に載せられていくのは、紅茶と桃のタルト、苺のゼリー。そして真っ白なクリームの乗ったケーキと、花の形をした砂糖菓子。

「今日は格段に華やかね」

　ジャンヌの髪を結い終えた侍女が同僚に声をかける。

「今度のレグルス殿下の饗宴で出される予定なんですって。ゼリーなんてキラキラして美味しそう」

「こちらのケーキの隣にある砂糖菓子なんて、とてもかわいいわ。何のお花をモデルにしたのかしら？」

　侍女たちがきゃっきゃと盛り上がっているのを見て、ジャンヌもテーブルに並べられた菓子を覗き込む。

「これ……エーデルワイス……？」

　細かな花弁を再現するのは至難の業だっただろう。それでも限りなく本物に近い形をしていて、シェフの腕前が素晴らしいことを証明していた。

「あ、ジャンヌ様。失礼いたしました。今、紅茶をお入れいたします」

　ワゴンを押してきた侍女がハッと我に返った様子で、ティーポットを手に持つ。

「あの、もしよかったら、あなたたちも一緒に食べない？　私一人では多すぎるわ」

「そんな……滅相もございません！」

「いいの。本当に、ね」

　にっこりと笑うと、侍女は二人とも遠慮がちにソファに腰かける。

「で、では……一口だけ」

　スプーンでゼリーを口に運ぶ侍女と、ケーキのクリームを食べた侍女、二人の瞳がウルウルと輝く。

「お、美味しいっ」

　頬を押さえて、二人は大きくうなずき合っている。

「これが、饗宴で出されるのね」

　白い花の砂糖菓子を口に入れると、ふわっと溶けて甘い余韻だけが舌の上に残る。

「ジャンヌ様、本当にありがとうございます」

「わ、私が作ったわけじゃないし。せっかくだから、もっと食べて」

　そう勧めると、二人は少しずつ菓子を口にする。

「そういえば、レグルス殿下のサロンにまたエニファ様がいらしてたの」

　ワゴンを押してきた侍女が思い出したように、もう一人の侍女に話しかけた。

「先日もいらしてたわね。たしか、その前もお二人で話されていたわね……」

　侍女が首をかしげる。

「エニファ様って？」

　ぽつりと呟くと、侍女はうなずいた。

「レグルス殿下は、基本的には毎回別のご令嬢をご招待なさるんですが、最近立て続けに同じ方がいらしているなと思いまして」

「お仕事の話もあるんじゃないかしら？　エニファ様のお父上はフィゲイラ辺境伯でしょう。国境を守るのは大事な務めだから、周辺の国の動きもお気になさっているのだと思うわ」

　世間話のようにペラペラと話し始める二人を見て、呆気に取られた。

　本当に人は噂話が好きなようだ。

（それにしても、エニファって聞いたことがある名前だけど……）

　友人のいないジャンヌは何とか記憶の糸を手ぐったが、まったく思い出せない。何か本にでも出てくる名前だったのかもしれない。

「あの――」

「ところでビビアン妃殿下がご懐妊されたというのは本当なの？」

　エニファがどこの誰なのか尋ねようとしたが、侍女の勢いのある言葉に塞がれてしまった。

「ええ。もう少し体調が落ち着かれたら国民へも発表なさるんですって」

「やっぱり。王妃様が最近いつになくごきげんだったから、もしかしてと思ったのよね！」

　朗らかに笑う二人を見て、ジャンヌはすっかり質問するタイミングを逃してしまった。

（それにしても、無事にお子様が誕生なされば、お世継ぎの問題はなくなるわけね）

　ウェザン国に行く前に体調が悪いと聞いたのは、妊娠しているためだったのかと安堵する。何か重い病気ではなくて、本当によかった。

　ジャンヌはホッとしながら、紅茶を口に運んだ。







「レグルス殿下は、何のためにサロンを開いているんですか？」

　その夜、彼と共にベッドに入ったジャンヌは問いかけた。

「いろいろ。話を聞くため、かな。女性は特に噂話が好きだから。その話題の中から、これから問題が起きそうだと感じた場合には先手が打てるように、情報を集めてるんだよ」

「そう、ですか……。同じ人を何度も招待することもあるんですか？」

　聞きながら、心がざわざわするのを覚えた。なぜか、もやもやして落ち着かない。

「どうしたの、急に。気になる？」

「べ、別に。ほとんど毎日人とお話しして疲れないのかしらと思っただけです」

　答えをはぐらかされた気がして、拗ねたようにレグルスに背中を向ける。

（いやだ。今の私、すごく子供っぽい。どうして、こんなに胸がざわめくの？）

　ぎゅうっと寝衣の胸元を掴んで、唇を噛んだ。

「ジャンヌ」

　背中からふわりと抱きしめられ、そのぬくもりを感じた瞬間に、ジャンヌは自分の中の感情に改めて気づかされる。

　――このぬくもりを独り占めしたい。

　――私以外の誰にも、触れてほしくない。

　頬が熱くなった。もっと一緒にいたいと感じていたものの、こんなに頭の中がレグルスでいっぱいになっているとは思いもしなかった。

　サロンは公務だとレグルスが言っていたではないか。わかっている。けれど、どうして同じ女性を何度も招待するのか、二人きりで何を話していたのか知りたい。

　もしかすれば、レグルスはエニファという女性のことを口説いているのではないか。

（考えちゃ、だめ）

　心が不安定になって、鼓動が速くなる。

　最初にレグルスが言っていた、結婚相手への条件。それは、公務に臨む彼に対して、ありもしない疑念を抱くことではなかっただろうか。

「怒ってるの、ジャンヌ？」

　耳元で囁かれ、小さくかぶりを振った。

（エニファという人は誰なの？　どう思っているの？）

　聞きたいけれど、なぜだかそれを言ってしまったらおしまいだと思えてしまう。

「レグルス殿下……。正式に婚約を……解消させてください」

　喉の奥から震える声を絞り出したジャンヌは、きつく唇を引き結んだ。

「急にどうしたの？」

「わ、私では、レグルス殿下の妃は務まらないからです。そんな資格、ないから」

「何を言ってるの？　僕は君以外ありえないと思ってる。最初はあんな冷めたことを言ってしまったけど、サロンを抜け出してきた時に僕を叱ってくれただろう？　あんな風に言われるなんて思ってもみなかった。ジャンヌは、僕の理想そのものだってわかったんだよ」

　それを聞いてジャンヌは首を横に振った。あの時はまだ何も知らなかった。だから、レグルスに公務に専念するように言えたのだ。

「だめなんです。もう……実家に帰してください」

　レグルスを支えるには、もっと精神的にしっかりした女性か、何事にも動じない強さを持った女性がふさわしいのだろう。自分にはそのどちらもない。

「わかった、なんて言うと思う？」

「でも……っ」

　反論しようとした時、強引に腕を引かれて、仰向けにされた。

「実家には帰さない」

　体の上にまたがってきたレグルスが噛みつくようにキスしてきた。

「んぅっ……！」

　抱きしめられ、貪るように激しく唇が重ねられる。力ずくで押し入ってきた熱い舌先がぬるぬると口腔内を這い回り、ジャンヌの体温が上がった。応じる暇も与えずに、一方的に欲望をぶつけられ、くらくらと眩暈がした。

「は……ぁっ……」

　溢れる唾液が口端から一筋の道を作る。舌先を絡められ、まるで別の生き物のようにねっとりと雫の先まで舐め取られる。

　ジャンヌの蜜壺はあっという間に潤って、隘路を濡らし始めた。

「こんなに感じちゃって」

　寝衣の裾をたくし上げられ、ドロワーズの中に手が入ってくる。蜜口に押し込まれた指がつるんと奥まで飲み込まれ、強く中を突いてくる。

「ふぁっ……あっ……」

　ぐちゅっ、ぐちゅっと水音を確かめたレグルスは口の片端を上げた。

「いやらしいな、ジャンヌは。それとも、もう僕じゃ満足できなくなったとか？」

「ち、ちが……っ」

　ジャンヌは顔を真っ赤にして慌てて首を横に振った。

「本当に？」

　寝衣のなめらかなシルクの生地は薄く、ジャンヌの柔肌の膨らみの先端がぷっくり盛り上がっているのが服の上からも見て取れた。それを指で挟まれ、びくんと体を震わせた。

「あ……ん……っ」

「絶対に婚約解消できない方法を知ってるんだよ」

　不敵な笑みで体重をかけてきたレグルスは、もう片方の柔肌に服の上から吸いついた。

「ふぁぁ……っ」

　尖った頂をきつく吸われ、ジャンヌの蜜壺は甘く疼き、隘路がびくびくと波打って、レグルスの指を締め上げた。それに負けじと、彼の長い指は関節を曲げて狭くなった隘路を押し開き、蜜壁を擦る。

「あっ、ひぁっ……！」

　舌を這わせて唾液で濡れた頂に、レグルスの歯が当たった。甘く噛んだり、時には少し強引に歯を立てられたりして、背中を仰け反らせ、痛みを通り越した快感に喜悦の声を上げた。

「乱暴にされるのが好きなの？　さっきから、中すごいきついんだけど」

　くすっと笑うレグルスの顔には影が差して、ぞくぞくと身震いした。

（今まで、こんなレグルス殿下、見たことない……）

　浅い呼吸を繰り返しながら、ジャンヌの鼓動は激しく高鳴っていた。

（婚約解消できない方法って何なの……？）

　懸命に考えようとしたが、寝衣をすべて取り払われ、ドロワーズまでも脱がされてしまい、そのことまで考える余裕がなかった。

「ジャンヌだけ、裸っていうのはかわいそうだからね」

　目の前でレグルスが床に寝衣を脱ぎ捨てた。引き締まり、程よくついた筋肉が目に入り、どぎまぎする。服を着ていると細く見える腕もしっかりと筋肉がついている。さらに彼は下穿きも脱ぎ去った。そこにそそりたつ剛直な肉体を見て、思わず息を呑む。腹部に向かって雄々しく反り返ったこん棒のようなものは血管が浮いて見えた。

「見るのは初めて？　触ってもいいよ」

　彼女の体の上にまたいだレグルスはジャンヌの左手を取って、自身の雄の象徴に触れさせた。

「あ……」

　質量を感じさせる熱い鋼鉄のような肉体、どくんと波打つ血の流れが生命の息吹を感じさせる。丸みを帯びた先端から、透明な雫が零れそうになっていた。

　それを見るのは確かに初めてだった。だが、同時に、今まで感じていた最奥の物足りなさを補うものがこれなのだと悟った。

「これが欲しくない？」

　いじわるそうな質問に、かぶりを振って否定する。いくら、物足りなさを感じていたからと言って、女性が自分から快楽を求めるなど、はしたないことができるはずがない。

（だいたい、こんな硬くて太いの、入るわけないじゃない！）

　絶対にできっこない。腹が裂けてしまうかもしれない。そう思ったらこわくなった。

「素直になれって、いつも言ってるのに」

　レグルスの重みが増して、唇が重なる。腹部に、より一層熱いものが触れているのがわかる。下腹部の奥がじわりと濡れた。まるで、それが欲しいと言わんばかりに。

「吸いつくような胸の形も、細くくびれた腰のラインも、全部、僕のものだからね」

　力強く柔肌を揉みしだかれ、甘美な刺激に嬌声を上げた。

「その声。もっと聞かせてよ」

　片方の胸の頂を甘噛みされると、そこからじわりと痛みと痺れが同時に広がって、目じりに涙を溜めて喘いだ。

「あ……あぁ……っ」

　何度も歯を立てられ、頂と、その周辺が赤く痣になっていく。

　蜜口から押し入る指は二本に増え、かき出される愛蜜でシーツは濡れてしまっていた。

「いやらしい体になっちゃったね、ジャンヌ」

　ちゅうっときつい口づけを臍の近くに落としたレグルスが、下生えをさりさりと撫でる。その指が丘の向こうに隠された敏感な紅玉を探り出し、ゆっくりと押しつぶす。

「はぁんっ……だめぇ……！」

　ジャンヌの腰が大きく上下に振れた。

「素直じゃない子には、お仕置きしようかな」

　そう言ったレグルスはぱくりと紅玉にかぶりつき、唾液をたっぷりと絡ませて、一気に強く吸い上げた。

「ひぁぅぅ……っ！」

　出し抜けに走った電撃のような甘い痺れにジャンヌの体がびくびくと震えて、蜜口からさあっと勢いよく愛蜜が噴き零れた。

「あ、あ、あ……」

　がくがくと膝を揺らすジャンヌの瞳から涙が幾筋も流れた。体中の力が抜けてしまって、流れる涙を拭うこともできない。

「これだけでイっちゃったの？　でも、まだ足りないだろ？」

　隘路から引き抜いた指に絡みついた愛蜜を舐め取ったレグルスが、そそりたつ雄棒を彼女の蜜口に押し当てた。

「や……無理……」

　ジャンヌは声を震わせた。

　しかし、レグルスは腰をゆっくりと落とし、ぐぐっと丸みを帯びた先端を中に押し込む。

「あぁ……っ」

　ぬぷりと蜜口が大きく広げられるのを感じて、全身が細かく震える。

　先ほど溢れた愛蜜のおかげで十分すぎるほど潤った蜜壁が、レグルスを受け入れた。

「きついか……。でも、子種さえ注げば、ジャンヌは僕から離れられない」

　それを聞いてジャンヌはハッとした。もし子供ができてしまったら、さすがに王家も彼女の存在を無視できない。今までレグルスがこの行為をしてこなかったのは、ジャンヌの返事を待っていたからなのだとわかった。

　――それなのに、どうして。

　ずっしりとした質量が下腹部の中に沈んできて、レグルスが勢いをつけた瞬間、燃えるような鋭い痛みが走って、悲鳴を上げた。それでもまだ、先端は奥に達しない。

　背中から汗が噴き出して、シーツをぐしゃっと掴んだ。

「ひぁ……あぁ……っ、あ、熱い……っ」

　体の中に大きな異物が挟まっている。それは指の比ではない。熱した鋼鉄をねじ込まれたみたいだと半泣きだったが、レグルスは少しずつ腰を揺らして、ジャンヌが今まで感じたかった蜜壺の扉を叩く。

「んっ……ふ……ぁあ……っ」

「見てよ、ジャンヌ。僕たちの繋がってる所」

　高く足を持ち上げられ、レグルスの肩に乗せられる。どくんどくんと熱を感じている場所に、レグルスの雄棒が入っているのが見えた。

「やぁ……っ」

　本当にレグルスが体の中に入ってきているのだ。

「ジャンヌ。これが欲しかったんでしょ？」

　ずんと最奥を穿たれ、ジャンヌは悲鳴を上げた。

「ひあぁっ」

　脚を上げられると角度が変わるのか、先端が内臓を抉ってくるような衝撃を感じる。

「ああ、ジャンヌの中、すごくぬるぬるしてる。いやらしいな」

　蜜壺を痺れるほど突き上げられるうちに、灼熱の痛みを感じていたはずの隘路が甘美な快感に変わっていった。それを自覚してしまうと、もうレグルスに穿たれるたびに、喜悦の声が漏れてしまって、一層彼の抽送が激しくなる。

「あっあぁっ……ふぁぁ……っん」

　ジャンヌの気持ちを代弁するかのように、愛蜜がとめどなく溢れて、レグルスと繋がった部分からシーツにはじけ飛んでいった。

「いい声だよ、ジャンヌ。もっと聞かせて」

　雄棒を突然引き抜かれて、びくんと震えた。

　呆然としているうちに、体の向きを変えられ、四つん這いの格好にさせられる。

「あぁ……っ」

　蜜口に傘の部分が押し当てられたと思ったら、一気にずぷりと最奥へ到達し、蜜壺を抉る。

「ぅあぁ……んっ」

　何度も蜜壺を抉られて、ジャンヌは背中をしならせた。蜜壁を擦られるたびに、言いようのない愉悦が腰の辺りから全身を駆け巡って、何も考えられなくなる。

「ああぁ……っ、ああああぁ……!!」

　乱暴に隘路をかき混ぜられ、熱いしぶきが蜜壺に放たれるのを感じて、びくびくと体を震わせた。

「ジャンヌの中に、僕の子種を注いだよ」

「あ……だめ……。抜いて……」

　霞のかかった頭で、それはいけないことだと辛うじて感じて言葉にするも、レグルスは応じなかった。

「一回だけじゃ、できないかもね」

　それを聞いて、ジャンヌが少しだけホッとしたのもつかの間。

「もっと、僕でいっぱいにしてあげる」

　ぐっと腰を支えられ、ジャンヌは目を見開いた。

「レグルス殿下……っ？」

　子種を注いだばかりの雄棒は依然として剛直な強度を保ったままで、ジャンヌの隘路をみっちりと埋めている。

「帰さないって、言ったよね」

　再び、レグルスの熱い抽送が始まり、ジャンヌは悲鳴のような喜悦の声を上げて、何度も愉悦の限界を超えた。
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　目が覚めた時にジャンヌが感じたのは、下腹部の痛みと違和感、そして腰の重怠さだった。すぐに昨夜のことが思い出され、そろそろと隣に顔を向けるが、レグルスの姿は見えなかった。

　少しだけホッとして、起き上がろうと体を動かすと、ぐぷっと水音がして秘所が濡れる感じがあった。

「あ……」

　頬を熱くしながら目を見開き、こわごわと自分の体を確認した。シーツの上に散った純潔の花弁と、たった今溢れ出た、昨夜何度もレグルスに注がれた子種を見て唇を震わせる。

（どうしよう。本当にレグルス殿下の子供を宿してしまったら……）

　不安な気持ちで、足元にくしゃくしゃになった寝衣を掴んで袖を通す。

　薄暗い中、よく見れば、胸元や、腹部にいくつも鮮やかな印がつけられていた。ゆっくりと立ち上がり、足の間に何かが挟まっているようなぎこちなさを感じながら、自室に向かうと、鏡の前に立って、寝衣を脱いだ。

　喉元、首筋、柔肌、腹部、太腿、そして振り向けば背中にまで印は及んでいた。

「レグルス殿下……」

　怒らせるつもりはなかった。彼まで醜聞に巻き込みたくなかっただけなのに。

　結ばれることを望んでいたけれど、それがこんな形でかなうとは思ってもいなかった。レグルスはこれからどうするつもりだろう。子供ができるまで毎晩あんな風に抱かれるのだろうか。

　顔を合わせるのがつらい。そばにいたいのに、いたら彼に迷惑がかかってしまう。

　ため息をつきながら、寝衣を直し、着替えるために侍女を呼んだ。

「ジャンヌ様！　ちょうどよかったです。たった今、アンクテイル伯爵様の使いの者が城に参りまして、伯爵がお倒れになったそうです！」

「お、お父様が!?」

「はい。すぐにでもジャンヌ様に会いにきていただきたいと訴えておりますが、どうなさいますか？」

「帰るに決まっているわ！　すぐに着替えを……」

　ジャンヌは寝衣を脱ぎかけて、ハッとした。

「あの、もしできたら、首元まで隠れる服がいいんだけど……」

「かしこまりました。探してみます」

　侍女が大急ぎで用意してくれたドレスは、どうしても胸元まで大きく開いたものしかなかったが、代わりに揃いのケープがついたものを着せてくれた。

「ありがとう」

「寝不足で食欲もないかと思われましたので、こちらにサンドイッチをご用意しておきました。お屋敷に戻られるのでしたら、馬車の中でも召し上がれるようにバスケットにお入れいたしますが、どうなさいますか？」

「あ、じゃあ、お願いできる？」

「はい。すぐにご用意いたします」

　侍女はそう言って、いったん部屋を出ていた。

「……寝不足って、そんなひどい顔してる？」

　それもあるかもしれないが、今までにないくらいあちこちに印がつけられているのを見て、何も思わない方がおかしいだろう。

　ジャンヌは恥ずかしさで、両手で顔を覆った。







　バタバタと準備が進み、レグルスに挨拶をする暇もないまま、王城を後にした。

「お父様は、どんな様子なの？」

　侍従に尋ねるが、彼は首を横に振った。

「ジャンヌ様に会いたいとうわごとを繰り返しておられます」

「まあ……！　お父様、どうか……間に合って！」

　ぎゅっと両手を握りしめ、ジャンヌは天に祈った。

　家に着くまでは果てしない時間に思われた。食欲はわかなかったが、自分が倒れてはいけないと、用意してもらったサンドイッチを何とか口にする。

　父のことも心配だったが、何より道中一番つらかったのは自分の体だ。馬車が揺れるたびに、下腹部の奥に衝撃が響いて、悲鳴を上げそうになる。何度も指で慣らされていたとはいえ、剛直で逞しい雄棒に突き上げられた時のことを考えると、痛みと共に最上級の愉悦の波が脳裏に思い浮かんだ。それだけで蜜壺は疼き、ずきりと痛む。

　忘れなければいけないのに、この状況では困難だ。あきらめて、馬車の揺れに耐えつつ、自宅へ戻ったのだった。

　数十日ぶりに帰った我が家はどこも変わっていなくて安心したが、とにかく父の容体が心配だ。大急ぎで父の部屋に飛び込んだジャンヌは、目を大きく見開いた。

「お……父様？」

　しゃり、と瑞々しい音がして、父の口がもぐもぐと動いた。

　ベッドの上に起き上がっている父は、そばの椅子に腰かけている母の手から、剥いた林檎を美味しそうにかじっているのだ。

「おお、ジャンヌ！　幻じゃないんだな!?」

　父は、相好を崩して、ベッドから下りて、早足でこちらに向かってくるとジャンヌを抱きしめた。

「かわいいジャンヌ。会いたかったよ！」

「あ、あの、お倒れになったって……」

「そうよ。ジャンヌに会えなくて寂しい病。なかなか結婚式の招待状が来ない、なんてやきもきしてみたり、やっぱりずっとそばにいてほしかったなんて悩んでみたり、大変だったのよ」

　母は苦笑して、手にしていた林檎の入ったガラスの器をベッドサイドテーブルに置く。

「元気……そうだけど」

「ジャンヌに会えて元気になったんだ！　いやあ、頼んでみるものだなあ。それで、レグルス殿下はどんな方だった？　大切にしてくれそうか？　それとも――」

「少し、一人にさせてください」

　父のにこにこした顔を見て呆れたジャンヌはため息とともに、父の手を離した。

「帰ってきたばかりじゃないか。いろいろ話を聞かせてくれ。ん？　そのネックレスは、もしやレグルス殿下からの賜わりものか？　これほど美しい宝石は見たことがない」

「たしかに、殿下からいただいたものですけど……」

　雫型のルビーを握りこんで、ジャンヌは目を伏せた。

「こんな素晴らしい贈り物をするほど、ジャンヌのことを真剣に考えてくださっているのだな。安心したよ」

「そう……だといいんだけど」

　今は、レグルスのことは考えたくなかった。

「お父様がお元気そうでよかった。少し、お屋敷の人たちにも挨拶してくるわ」

　そう言って父の部屋を後にした。

　父の命に別状がないとわかったからには、また王城に戻らなければならない。だが、このまま戻らなければ、レグルスもジャンヌのことをあきらめてくれるかもしれない。

（また……家に引きこもって静かに暮らすのもいいかもしれない）

　だが、それでは、今までのレグルスの好意を無下にしてしまう。自分は人見知りを治すのではなかったのか。自分から誤解を解く努力を、試みるのではなかったのか。

「うん……」

　ジャンヌは一人でうなずいた。思い切って町に行こうと決めたのだ。供は連れずに、一人で。もちろん、歩いてはいけないから馬車は必要になるが。

　王城からの馬車はまだ玄関の前で待機していた。

「お父上は大丈夫だったのですか？」

「ええ。ありがとう、おかげさまで。あの、一度お城ではなく、町に連れていってくれないかしら。少し見て回りたいの」

「ですが、何かあったら……」

「大丈夫。責任は私が取るわ。お願い」

「わかりました」

　御者はためらいがちに馬に鞭を振るった。馬たちも、戸惑っているのかゆっくりと歩き出す。やがて、普段通りに指示を出し始めた御者に従って、馬たちのスピードが上がっていった。

　近くの町まで、馬車ではそれほど時間はかからずに着き、少し手前で降ろしてもらった。

「本当にいいんですか？」

「ええ。王家の印がついた馬車が停まっていたら、みんなびっくりするでしょう？　夕方くらいにまた迎えにきてくれればいいわ。それまで私の家で待っていて」

　以前だったら、こんな風にすらすらと人にお願い事などできなかっただろう。レグルスのそばにいて、彼だったらどんな話し方をするだろうかと考えたり、彼と軽口を交わしたりするうちに、いつの間にかジャンヌも物おじせずに会話ができるようになっていた。

「何かあったら、すぐに近くの人に助けを求めてくださいね」

「ええ。わかったわ」

　ジャンヌはにこりと笑うと、一人で町のにぎわいに向けて歩き出した。初めてのことに胸がドキドキしている。

　町の中には、ジャンヌと年端の変わらない女性も一人で歩いていた。

（これから、どうしよう……）

　下腹部を手で押さえ、歩いていた足を止めた。

　あれだけ子種を注がれて、子供ができないということはあるのだろうか。もし、レグルスの子を宿せば、否応なく結婚ということになるだろう。

　嫉妬心の芽生えた自分に彼の妻は務まらない。

　――このまま、どこかへ行ってしまいたい。

　ため息をついた時だった。

「そういえば、第二王子は大層な女好きらしいな」

　近くの飲食店らしいテーブルを囲んで、数人の男たちが話をしているのが耳に入った。

「レグルス王子だろ？　いい身分だよな、何もしなくても遊んで暮らせてよ」

「ほんとだよ。顔と肩書だけで女をだませるんだからな」

　大びんをそのまま煽った顔の赤い男に向かって、ジャンヌはつかつかと詰め寄った。

「そんな噂、嘘ですから！」

　テーブルに手をついて、眉を吊り上げた。

「なんだ、威勢のいいお嬢さん。あんたもレグルス王子にだまされてるクチか？」

「違います。誰が流した噂か知らないけど、本当にレグルス殿下はそんな人じゃないんだから。真面目に仕事もするし、女遊びなんて……」

「おい。誰だか知らねえが、小娘に説教される趣味はないんでね」

　手首を掴まれ、ジャンヌは慌てて腕を引いたが男は離してくれなかった。

「や、やめてくださいっ」

「王子なんかより、俺たちと遊んだほうが楽しいぜ」

　にやにやと下卑た笑いを浮かべながら、立ち上がった男たちに取り囲まれる。

「離して……っ」

　じたばたと身をよじると、ケープの隙間からルビーのネックレスが顔を覗かせた。

「お。なんだ、いいもの持ってるじゃねえか」

　男の一人が宝石を握りこむ。

「いやっ！」

　その指を開こうとしたが、びくともしない。反対に、強引に鎖を引きちぎられ、ルビーが奪われてしまった。

「返して！　大切なものなの！」

「いい金になりそうだぜ」

「ああ」

「ねえ、お願い！　代わりのものを用意するから、返して！」

　レグルスからもらった大事なネックレス。それをごろつきなどに奪われてはたまらない。

「代わりのもの？　そうだな、お嬢さんの体と引き換えになら、ちょうどいいかもな」

「何言って……きゃっ」

　別の男に腕を背中に回されて、拘束される。

「誰か――」

　大声を上げようとすると、男に口を塞がれた。

　さあっと顔が青ざめる。昼間なのに、面倒事に関わりたくないのか、誰も助けてくれる人がいない。むしろ、避けていく。

（いや……。助けて。誰か……）

　ジャンヌの瞳から涙が溢れた。

（レグルス殿下!!）

　ぽろりと涙が零れた瞬間だった。

「ジャンヌを離せ！」

　鋭い声とともに、ジャンヌを掴んでいた男の体が土の上に倒れ込んでいた。

「なんだ、貴様は！」

　男たちはいきり立って彼に飛びかかっていく。

「レグルス殿下……！」

　ジャンヌはぽろぽろと涙の粒を零しながら、格闘の行く末を見守っていた。

　男たちはガタイはいいが、レグルスの拳をまともに受けると、すぐに呻いて、よろよろと後ずさり、「覚えてろよ！」と小悪党の決まり文句のようなセリフを吐き捨てて逃げていった。

「ジャンヌ。けがはない？」

　袖の埃を払ったレグルスが心配そうに彼女の顔を覗き込む。

「レグルス殿下！　こわかった……！」

　ホッとして声を上げて泣きじゃくると、レグルスはその間、ずっと頭と背中を撫でてくれていた。

「ジャンヌが帰ったと聞いて、急いで追いかけてきたんだ。そうしたら、途中で馬車を見つけてね。一人で町に行ったというから、捜してたんだ」

「ごめんなさい。お父様が具合が悪いって聞いて……」

「ああ。聞いたよ。本当に謝るのは僕の方だよ」

　長いため息をついたレグルスは、ぐしゃぐしゃと自分の頭をかいた。

「昨夜はすまなかった。ジャンヌが僕のそばからいなくなると思ったら、理性が利かなかった。辛い思いをさせて、傷つけて、ごめん。嫌いになられても文句は言えない。だけど、もう一度だけ、言わせてくれ」

　レグルスがその場に片膝をついたので、ジャンヌはびっくりした。

「僕と結婚してくれないだろうか。何があっても、一生かけて君を大切にする」

　真摯な青い瞳で見つめられ、ジャンヌは涙を零しながらうなずいた。

「私、もしかしたら、すごい嫉妬深いかもしれないんです。それでもいいんですか？」

　恥ずかしいし、なさけないかもしれないが、事実だ。

「うん。それだけ愛されてるってことだよね。僕はその何倍も愛し返すよ」

「レグルス殿下……」

　じわりとまた目に涙がたまってくる。今度はうれし涙だ。

「これも、直してあげるからね」

　ふと、目を落とすと、レグルスの足元に砂まみれになってしまった雫型のルビーが落ちていた。それを拾い上げたレグルスが丁寧にハンカチに包んでポケットにしまった。

「エニファのことを話してから、元気がなくなったみたいだって侍女に聞いてね。本当は黙っているつもりだったんだけど、逆に誤解させちゃったね」

　レグルスは、肩をすくめる。

「君の悪い噂を流したのはエニファだったんだ。何回かサロンを開いて、いろんな人に話を聞いたら、そこに辿り着いた。最初はね、否定していたけど、調べていくうちに、彼女の父親であるフィゲイラ辺境伯に関する噂を耳にした」

「噂？」

「国境沿いにある辺境伯の領地では、そこを通るための関税をもらっている。どうやら、犯罪に加担した者や、お尋ね者には膨大な関税を払わせる代わりに通行を見逃していたらしい。これは、嘘の噂じゃなかった。ちゃんと証人も見つけて、あとは正式に大臣から裁きが下されると思う」

「レグルス殿下……、そんなお仕事まで……」

　いつも公務の合間に時間ができたからと会いにきてくれたのは、暇なのかと思っていた。そんなに忙しい中、ジャンヌのために時間を作ってくれていたのだと胸が熱くなる。

「それを知ったエニファが、噂を流したのは自分で、嘘だったと伝える代わりに、見逃してほしいと話しにきたんだ。実は、二人きりで話していたように見せていたけど、他の令嬢にもこっそり会話を聞いてもらっていた。だから、ジャンヌの悪い噂は嘘だったと、そこからみんなの誤解は解けたよ」

「本当に？」

「ああ。内緒にしておくつもりだった。僕の誕生日に婚約者として正式に発表したくて、その時、君をびっくりさせようかと思ったのが……間違いだったね」

　レグルスは苦笑した。

「もう……レグルス殿下ったら」

　ジャンヌもふっと笑って、レグルスの胸元をぺしりと軽く叩く。

「お父様の元気なお顔も見られたし、私、お城に戻ります」

「挨拶に行かなくていいの？」

「嘘をついて娘を心配させたんだから、少しは反省していただかないと」

　苦笑しながらジャンヌは歩き出す。もとはといえば、婚約の話も父がジャンヌの返事も聞かずに了承したことなのに、そばにいなくなったら寂しいなんて、勝手すぎる話だ。

「ジャンヌがいいと言うなら、帰ろうか。君を乗せてきた馬車は街道の途中で待たせてある。城に戻ることを伝えてもらおう」

「ええ。お願いします」

　明るい太陽の下、二人の晴れ晴れとした笑顔が眩しく咲いた。
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　数日後。

　大広間から解放された城の中庭は、各地から訪れた大勢の賓客でにぎわっていた。太陽が西の空に沈み、赤く焼けた空は少しずつ群青のグラデーションに塗り替わっていく。

「あ。一番星」

　バルコニーから空を眺めていたレグルスがきらりと煌めくダイヤのような光を指さした。白を基調とした正装は絢爛な金糸と意匠を凝らしたデザインがレグルスの魅力を引き立てていた。夕闇に立つその姿は、それだけで絵画のように美しい。

「綺麗な空ですね」

　レグルスを見上げながら微笑んだジャンヌの胸元には、深紅のルビーのネックレスが揺れている。ドレスは鮮やかなロイヤルブルー。ネックレスと揃えたルビーのイヤリングが、彼女が得た強い意志を象徴しているかのようだった。ピンクブロンドは綺麗に編み込まれ、襟足の部分だけはコテで巻いて胸元に垂らしてある。

「そろそろ行こうか」

「はい」

　レグルスに並んで、部屋を後にする。

　今日はレグルスの誕生日であるとともに、それを祝う饗宴が開かれる。これから、ジャンヌは数か月ぶりに、公の場に出ることとなる。

（レグルス殿下は、噂を取り消すように言ってくれたみたいだけど、本当なのかしら）

　少し不安はあった。けれども、隣にはレグルスがいる。

　宮廷音楽家の演奏が大広間から聞こえてきた。事前にレグルスが向かったことが伝えられているのだろう。二人が姿を現した途端、演奏は華々しい盛り上がりをみせた。

　大勢の人々から割れんばかりの拍手が送られる。

「レグルス殿下。おめでとうございます！」

　幾人からもかけられる祝いの言葉にレグルスはにこやかに礼を返しながら、中央へ歩み進む。

「今日はお忙しい中、僕のために集まっていただき、誠にありがとうございます」

　レグルスが言葉を発すると、その場のざわめきがすっと静かになっていった。俯きたいのを堪えて、精一杯顔を上げてレグルスの隣に立つ。視線を向ければすぐに逸らされるかもしれない。胸がぎゅっと苦しくなったが、それでも、ゆっくりと周囲に意識を巡らせると、人々は微笑んでこちらを見ている。

「さらに今日は皆さんにご報告があります。僕の婚約者を紹介しましょう。ジャンヌ・アンクテイル嬢です」

　レグルスがそう言うと、大きな拍手とともに歓喜の声が上がった。

「ジャンヌです。よろしくお願いいたします」

　深い海のような鮮やかなドレスを摘まんで、恭しくお辞儀する。目を伏せ、ゆっくりと顔を上げる。

（レグルス殿下と練習した通りにできた！）

　綺麗に直してもらったルビーのネックレスが目に入り、にこりと微笑んだ。そしてレグルスの方を向いて、ホッとしたように目を細める。レグルスも同じように日向のように温かな笑みを浮かべた。

「おめでとうございます！」

　再び歓声と拍手が湧き起こり、ジャンヌは驚いた。数か月前、あんなに辛かった社交場にまた戻ってこられるとは思ってもいなかったのに。すべてはレグルスのおかげだ。







「レグルス殿下。ありがとうございました！」

　部屋に戻ってきたジャンヌは振り返って、後ろにいたレグルスの胸に飛び込んだ。

「どうしたの？」

　広い胸で抱き留めた彼が、柔らかく笑む。

「だって、誰もあの噂のこと……言ってなかった」

「うん。みんなジャンヌを見て感服していたようだったよ。よく頑張ったね」

　ぎゅっと抱きしめられて、優しい声に包まれ、ジャンヌは嬉しくなった。

「レグルス殿下……。せっかくのお誕生日なのに、私、何もご用意する時間がなくて……。何か欲しいものはありませんか？」

　婚約破棄未遂騒動から、帰郷などでバタバタとしていたものだから、何もプレゼントを考えていなかったのだ。

「欲しい物なら、もうもらったから」

「え？」

　目をぱちくりさせて見上げると、レグルスの手が頬を包み込む。

「ジャンヌのすべて」

「でも……それでは……」

　恥ずかしくなって困ったように眉根を下げると、にこりとレグルスが笑った。

「君がそばにいてくれたら、何もいらない。僕は君にひどいことをしてしまったしね。むしろ、僕が君にお詫びに何かしてあげたいくらいだよ。欲しい物は何でもあげるよ」

「それ……。最初に会った時も言ってましたよね」

　くすっと笑うと、レグルスがつられて笑った。

「そうだっけ？　ジャンヌは記憶力がいいね」

　ふふっと頭を掻きながら苦笑するレグルスが愛おしく思えて、ジャンヌは爪先で立つと背伸びをしてレグルスにキスをした。

　ちゅっと小鳥が啄むような、いとけない口づけにレグルスが驚いたように目を見開く。

「お誕生日、おめでとうございます。これからも、ずっとレグルス殿下と一緒にいたいです」

　頬を赤く染めて、はにかむと力強く胸の中に抱き込まれた。

「ジャンヌ。それ、反則」

「えっ」

　目をぱちくりさせて顔を上げると、レグルスの飴色の髪に半分隠れた耳が赤くなっている。

「ジャンヌが許してくれるまで、手は出さないって決めてたのに、今すごく揺らいでる」

　ぎゅうっと抱きしめるその手は温かい。

「……レグルス殿下。私は、あなたが欲しい」

　きゅっと胸が熱く疼いた。恥ずかしいけれど、素直な気持ちだ。

「ジャンヌ。君がいれば何もいらないって言ったけど、一つだけお願いしてもいいかな？」

「はい。私にできることなら何でも」

　レグルスからはたくさんのものを与えられてばかりだ。こちらからできることでレグルスに喜んでもらえるならば、精一杯の努力はするつもりだ。

「僕のこと、レグルスって呼んでもらえないかな？　もう正式に婚約者になったんだし、僕たちの距離が近くなったことをもっと実感したい。だめ？」

　そんなことでいいのか、と一瞬言いそうになってしまったが、急に敬称をつけずに呼んでも失礼に当たらないのだろうか。

「レグルス……様」

「レグルス」

　おずおずと遠慮がちに呼びかけたのを、即座に訂正される。

「レグルス……」

　なんだか一気に心がそばに近づいたみたいで、嬉しいような恥ずかしいようなくすぐったい気持ちになる。

「ありがとう、これからもよろしくね」

　見つめ合い、惹かれるように唇が重なる。互いの吐息を感じながら、熱を上げていく。

「ジャンヌ。愛してる」

　深く口づけながら、レグルスが囁いた。

「私も……大好き」

　蕩けるような甘いキスを繰り返し、艶やかに濡れているのはジャンヌの唇だけではなかった。蜜壺は熱く疼き、溢れた雫で秘所は濡れそぼっている。腰から下の力が抜けてしまったジャンヌを抱きかかえて、レグルスが寝室に向かう。

「本当に、君は出会った頃より、ますます綺麗になっている」

　ドレスの留め具を外され、コルセットの紐を解かれ、ジャンヌの豊かな柔肌が零れた。

「僕にはジャンヌしかいないよ」

　ドロワーズの代わりに穿いている薄い下着と、白いストッキングを留めているガーターベルト以外脱がされて、ほんの少しだけ身震いした。

「いやだったら、やめてもいいよ」

　装飾品の着いた重そうな上着を脱ぎ、タイとシャツを脱いでいくレグルスに、ジャンヌは首を横に振った。

「大丈夫」

　ベルトを緩めて、ズボンを脱いだレグルスがジャンヌの体をまたいだ。

「大切にするから」

　温かな唇が柔らかく合わさり、隙間を埋めていく。唇を押しつけ合い、吐息を交わらせる。

　開いた口腔内にレグルスの舌が這入ってきて、奥まで熱くかき混ぜてきた。

「ふぁ……あ、んふ……」

　ちゅくちゅくと唾液を渡し合い、たっぷりと濡れた唇を強く吸われる。薔薇色に色づいた唇はぽってりと腫れあがった。じんと甘く痺れる唇の間から、控えめな喘ぎ声が漏れ出す。

　レグルスの手がやわやわと彼女の胸を包み込んで、指を滑らせる。膨らみから、頂に駆けて指をすぼめるようにして何度も揉み込まれ、そのたびに甘美な痺れが胸から下腹部へ伝わっていった。

「こんなに勃って、つらくないの？」

　頂を舌で転がされ、びくびくと腰を振った。

「や……あっ……」

　反対側の頂を指でこねられ、ピンと人差し指で跳ねられると強い痺れに眩暈がした。

「ジャンヌの体はどこを舐めても甘い味がする」

　ちゅうっと頂を口に含んで、甘く歯を立てられると、疼いた蜜壺からとろとろと雫が溢れていくのがわかる。その感覚がじれったくて、無意識に腰をくねらせていた。

　嵐のように奪われた純潔だったが、それでも最奥へ与えられた愉悦は何物にも代えがたい。

「こっちもしてほしいの？」

　そんな風に聞かれても、恥ずかしくて答えられるわけがない。

　黙っていると、下着の上から、指で溝をなぞられた。

「すごく濡れてる。前もそうだったね。昼間だったから、桃色に透けて見えた」

「言わないで……っ」

　すうっと優しく撫でられると、蜜口が疼いて、じっとしていられなくなる。

「欲しいの？」

「……欲しい、の」

　結局、体が切に訴えてくる欲望に勝てず、顔を真っ赤にしたジャンヌは消え入りそうな声で答えた。

「ふふ。ちゃんと素直に言えたジャンヌにはご褒美をあげないとね」

　するりと下着を脱がされて、秘所が無防備にさらされる。ストッキングを穿いた脚を下の方から撫でられ、手はストッキングの端、太腿の真ん中まで届く。そこから直に触れられて、指先が秘花を押し広げた。

「あぁっ……」

　ぴくんと蜜口が震えて、つうっと愛蜜が臀部の方へ流れていく。

「濃密な甘い香りにくらくらするよ」

　そう言って広げた足の間に顔を埋めたレグルスが秘花に舌を伸ばした。熱くぬるぬると上下に溝を這われ、腰を仰け反らせた。

「はぁ……ん、そんな舐め方しないでぇ……」

　優しくゆっくりと愉悦を与えられる分、どんどん熱がくすぶっていき、ジャンヌは息を上げながら汗ばんだ背中をシーツに何度も擦りつけた。

「そんなに動いたら、ちゃんと味わえない」

　ぺろりと舌を覗かせながら、レグルスが太腿をがっちりと押さえる。

「だって……我慢できない……」

　ぴくぴくと腰を揺らしながらジャンヌが小さな声を上げると、レグルスが深く口づけてきた。じゅ、じゅと音を立てて愛蜜を吸われる。

「あぁん！　だめだってば……」

　蜜壺が何度も切なく疼き、目に涙を浮かべた。

「ふふ、これじゃあキリがないね」

　そう言ったレグルスは蜜口に指を押し込んできた。一瞬、あの痛みを想像したジャンヌは震えたが、すぐに甘い波がやってきて、喜悦の声を上げる。

「これも大丈夫かな？」

　指がもう一本増えて、ぐっと隘路が広がる。愉悦がさらに増して、自ら腰を振り出していた。

「あぁ……っ、あっ、あっ……」

　ジャンヌが身をよじるたびに、豊かな柔肌が大きく揺れた。レグルスの手が触れていないのに、まるで彼に揺らされているような気分になって、彼女の頂は一層蕾のように硬くなった。

「痛くない？」

「だい、じょうぶ……」

　とめどなく溢れる愛蜜が、レグルスの指をなめらかに奥へ誘った。隘路がびくびくと波打ってさらに奥へと導こうとしている。

「もし、痛かったらやめるから。我慢しないで」

　隘路から一気に指が引き抜かれると、ジャンヌの腰が跳ねて、どっと愛蜜が溢れだした。

「あぁっ……！」

　引き抜かれる時にジャンヌの弱い部分をレグルスがかすめていったのだ。

「やっぱり君の体は敏感だね。そういう所も好きだよ」

　下穿きを脱いだレグルスの体の中心には、いつか見た時と同じように獰猛そうな雄の象徴がそびえ立ち、腹部につきそうなほど強度を保っている。

　愛蜜でびしょ濡れになった蜜口に、そのしなやかな丸い傘のような先端が押し込まれた。

「あっ……」

　ぬぷっと隘路が押し広げられ、ジャンヌは少しだけ身を固くしたが、レグルスがゆっくりと奥へ進んできても、空虚な場所が満たされていく充足感が広がるだけだ。たっぷりと濡れた蜜壁がレグルスの雄棒に絡みつく。

「痛くない？」

「……は、はい」

「じゃあ、少し動くよ」

　静かな抽送が始まり、ジャンヌの蜜壺にレグルスの先端が当たる。

「あ、あっ……」

　痛みはなかった。むしろ、もっと奥まで来てほしいとさえ思った。

「どう？」

　レグルスがあまりにも心配そうに見つめてくるので、ジャンヌは少しだけ笑った。

「すごく、幸せな気持ちです……」

　にこりと微笑むと、レグルスが目元を赤く染めた。

「ああ、もう。かわいすぎるよ、ジャンヌ。抑えられそうにない」

　浅かった抽送が、突然深くまで押し入ってきて、弾力のある先端がジャンヌの蜜壺を叩くのがわかった。

「ふぁ……っ、ああっ」

　大きく引き抜いたかと思うと、一気に最奥を穿たれる。痺れるような快感に、一瞬意識が遠のいた。

　かと思えば、速さを増して、熱くなった蜜壁を何度も擦り上げ、シーツに愛蜜を散らせた。

「ジャンヌ。離さない！」

　ぎゅっと抱きしめられ、彼女も同じように彼の背中に手を回した。

「私も！」

　激しい抽送が続いて、何度も蜜壺を突き上げられた。彼が揺れ動くたびに、密着した厚い胸板がジャンヌの柔肌の頂を擦り、甘い痺れを与えてくる。

「あっあっ……いいっ。気持ちいい！」

　全身でレグルスを感じていた。頬にレグルスの汗の雫がいくつも垂れた。ジャンヌも額にいっぱいの汗をかいて、濡れた髪が額に貼りついていた。

「僕も、ジャンヌの中が居心地良すぎておかしくなりそうだ」

　一段と乱暴に腰を振られても、熱い楔を打たれても、すべてが極上の愉悦で、あっという間に昇り詰めてしまった。

「ああぁぁ……イっちゃう……！　レグルスぅっ！」

　体がどこかに流されてしまいそうな感覚に、しっかりと彼にしがみつき、びくびくと蜜壁を打ち震わせた。

「ジャンヌ！　僕も一緒にイかせてくれ！」

　激しい抽送の後、蜜壺に向かってどっと熱いものが注ぎ込まれた。その感覚にまた蕩けてしまって、手足は力が入らないのに、隘路だけは本能のままに一滴も子種を逃すまいときゅうきゅうとレグルスを締めつける。

「ああ、ジャンヌ……。本当に、大好きだよ」

　そう言って、レグルスはジャンヌに優しくキスをする。

「レグルス……。愛してる」

　多幸感に包まれた瞳で、うっとりとレグルスを見つめたジャンヌもまた、自ら口づける。

　ぴくんとジャンヌの中に残っているレグルスの雄棒が疼いたように感じた。

「ずっと、こうしていたい」

　汗だくになった二人は、うとうとしても、朝が来るまで何度も互いを求め合い、甘い愉悦の時を過ごしたのだった。
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著者紹介






宮永レン（みやなが・れん）


宮城県在住。乙女系小説を執筆。ほんのり甘いラブストーリーが好きですが、著書には俺様系男子が多いです。ツンデレ等のギャップが大好きです。










©宮永レン　　©森原八鹿　　発行／くるみ舎







item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		一



		二



		三



		四



		五



		六



		七



		八



		九



		十













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover.jpg





item/image/kurumi.jpg
BB





